
No 法人締切 団体名 事業名 対象分野 募集対象 助成内容 備考 ＨＰ

1 2019/4/1 ニッセイ財団 2019年度ニッセイ財
団環境問題研究助成

（１）学際的総合研究
人間活動と環境保全との調和に関する研究
－人口減少社会における持続可能な地域づくり、気候変動の影響や
自然災害に対する適応力の強化－
（２）若手研究・奨励研究
課題設定しないが、「人間性豊かな生活環境の確立」に役立つ挑戦的
研究を期待

（１）学際的総合研究
海外居住者は代表者にはなれない
（２）若手研究・奨励研究
海外居住者は代表者にはなれない。45歳未満（1974
年4月1日以降生まれ）但し学生（大学院を含む）には
応募資格なし。

（１）学際的総合研究
1,000万円～1,500万円 （2年間分）
（２）若手研究・奨励研究
50万円～150万円

消印有効 http://www.nihonseim
ei-
zaidan.or.jp/kankyo/in
dex.html

2 2019/4/15 （公財）中山隼雄科
学技術文化財団

2018年度第2回　国
際交流助成

遊び・ゲームに関する国際会議に参加し研究成果を発表する者 国内の大学院、大学、短大、高専、専門学校及び非営
利の研究期間に所属する研究者（研究者には大学院
後期博士課程在学者を含む。ただし、指導教官・教員
の推薦が必要）

総額70万円以内 http://www.nakayama
-zaidan.or.jp/activity-
grant01.html

3 2019/4/15 （公財）サントリー文
化財団

（A)研究助成「学問の
未来を拓く」
（B)研究助成「地域文
化活動の継承と発展
を考える」

（A）人文科学、社会科学に関する学際的グループ研究
（B）地域文化活動の実践者と研究者によるグループ研究

代表者が日本語での書類作成、学術的な議論への参
加が可能な日本語能力を持つこと※詳細はHP参照

１件につき50万円から300万円 https://www.suntory.c
o.jp/sfnd/research/

4 2019/4/16 （公財）セコム科学技
術振興財団

平成31年度 一般研
究助成

国民の健康で安全な生活の確保、災害防止等国民生活に密着した
研究

国内の大学・大学共同利用機関法人・国立研究開発
法人に所属する59歳以下の研究者を対象

１件あたり準備研究期間は500万円以
内、本格研究期間は年間1,500万円以
内で総額5,000万円以内

必着 https://www.secomzai
dan.jp/ippan.html

5 2019/4/18 東芝メモリ（株） 2019度 東芝メモリ奨
励研究

情報処理、AI関連技術をはじめ、半導体回路設計・デバイス・製造・プ
ロセス技術等の独創的なテーマ（Feasibility Study含む）を広く募集

国内の学術研究機関に所属する若手研究者を対象
但し任期付教員（任期付き研究員を含む）の場合2020
年3月末まで雇用期間があること。学生は博士後期課
程在籍中または博士後期課程進学内定の修士課程
在籍中の方
※学生、任期付教員、助教、助手が応募する場合、要
専任教員の推薦

1テーマ100万円上限
予定件数：20件

15時必着
※学生可

https://business.toshi
ba-memory.com/ja-
jp/company/news/ne
ws-
topics/2019/03/corpo
rate-20190301-1.html

6 2019/4/19 （公財）東京都中小
企業振興公社

世界発信コンペティ
ション

「スポーツ・健康」「バリアフリー」「環境」分野をはじめとする幅広い分
野

都内で実質的に事業を営む中小企業、中小企業団体
等個人事業主。イ応募製品・技術、サービスについて
の技術上、製造上の責任を負うことのできるもの

・大賞：1企業300万円
・優秀賞：2企業程度150万円
・奨励賞：2企業程度100万円
・特別賞：10企業程度50万円

http://www.tokyo-
kosha.or.jp/sekai2020
/compe/

7 2019/4/25 （公財）クリタ水・環
境科学振興財団

2019年研究助成プロ
グラム

・自然科学・技術（１）【採択予定17件】
 水処理に関する理論、技術、分析などの研究
・自然科学・技術（２）【採択予定16件】
 水域生態系保全に関する研究
・人文・社会科学【採択予定7件】
 水に関する文化、教育、歴史、政策、制度などの研究 
・特別テーマ【採択予定3件】
 「水を究める」研究 
・萌芽的研究【採択予定15件】
 自然科学・技術の分野、人文・社会科学の分野で特に新しい切り口
や手法に基づく水に関する研究

①国内の大学、高等専門学校、その他研究機関（民
間団体・企業を除く）に所属する研究者
②原則として45歳以下であること

 自然科学・技術（１）1,000,000円/年
 自然科学・技術（２）1,000,000円/年

 人文・社会科学700,000円/年
 特別テーマ【水を究める】1,000,000円/

年
 萌芽的研究500,000円/年

17時必着 http://www.kwef.or.jp
/josei/josei_koku.html

8 2019/4/26 （株）ダスキン 第44回リバネス研究
費 ダスキン開発研究
所賞

健康に繋がる、住みよい生活空間を実現する研究。「「清掃・衛星・健
康」に関する研究。

大学・研究機関に所属する40歳以下の研究者 研究費 50万円 ＋
家庭用エアコンクリーニングギフトカー
ド（5台分）

24時まで
学部生・院生可

https://r.lne.st/2019/
03/01/duskin/

9 2019/4/26 （株）リバネス 第44回リバネス研究
費ダスキン開発研究
所賞

清掃方法や衛生環境の評価、アレルゲンの検出・除去、アレルギー
疾患の予防など、ダスキン開発研究所の主要研究テーマである「清
掃・衛生・健康」に関する研究

大学・研究機関に所属する40歳以下の研究者。海外
に留学中の方でも申請可能。研究室に所属して研究
を始めていれば、学部生からでも申請可能

研究費 50万円 ＋家庭用エアコンク
リーニングギフトカード（5台分）※自動
掃除機能付きは対象外

24時
学部生・大学院生可

https://r.lne.st/2019/
03/01/duskin/

10 2019/4/30 （公財）生命保険文
化センター

2019年度生命保険に
関する研究助成

商学・経営学、経済学、法学、家政学、社会学、消費者教育学、数学・
統計学といった幅広い学問分野による「生命保険及びこれに関連す
る」研究が対象

日本国内の大学の大学院生（博士後期課程）、助教、
講師、准教授、その他これに準ずる研究者。

50万円を上限 必着 http://www.jili.or.jp/re
search/josei/index.ht
ml

11 2019/4/30 味の素（株） 味の素株式会社研究
提案募集（AIAP）

1.パーソナル栄養の実現に向けた次世代の栄養、診断、デジタル技
術に関わるアイデア
2.バイオ医薬品の製造受託事業への展開を目的とした、バイオ医薬
品の製造・DDS改良に関わるアイデア
3.細胞治療製品の製造、保存、および投与に関する工程に必要なア
イデア
4.食のサステナビリティに貢献できる次世代の食品素材、食品加工・
保存方法に関するアイデア

大学の研究者、公的研究機関、その他研究機関、ヴェ
ンチャー企業等に所属する研究者も応募可

200万円/件 電子申請 https://www.ajinomot
o.com/jp/rd/AIAP/

12 2019/5/7 （株）リバネス 第44回リバネス研究
費 池田理化再生医
療研究奨励賞

ESC、iPSC、MSC等の幹細胞やその他の細胞を用いたヒト臨床を伴
わない研究。再生医療の基盤を構築する上で必要な基礎研究（分子
細胞生物学、細胞生物学、発生工学、組織工学、材料工学等）、再生
医療の実現に必要な細胞製造・加工プロセスに関わる基盤技術研
究、創薬技術への利用や病態解析等の応用研究の他、ここにない新
規のアイデアも対象

大学・研究機関に所属する40歳以下の研究者（海外
に留学中の方でも申請可能。研究室に所属して研究
を始めていれば、学部生からでも申請可能）

研究費上限50万円 18時締切
学部生・大学院生可

https://r.lne.st/2019/
03/01/ikeda_rika/

13 2019/5/7 （株）池田理化 第44回リバネス研究
費 池田理化再生医
療研究奨励賞

ESC、iPSC、MSC等の幹細胞やその他の細胞を用いたヒト臨床を伴
わない研究

大学・研究機関に所属する40歳以下の研究者 50万円/件 18時
学部生・院生可

https://r.lne.st/2019/
03/01/ikeda_rika/

14 2019/5/7 （一財）前川ヒトづくり
財団

2019年度生涯現役に
つながる研究・実践
の助成金

「一般枠」…全ての人が生涯生き生きと活躍するための生涯発達・生
涯学習・生涯現役の場の、支援に関わる研究
「特別枠」…『高齢者の就労及び実践事例報告に関する研究』

大学関係に従事する者　ほか（※HP参照）。大学院生
可。

50万円～100万円 17時まで
※院生可

https://grants.mpic21.
org/grant/

15 2019/5/8 （公財）メルコ学術振
興財団

2019年度第一次研究
助成

日本企業で実践されている、管理会計実務の定式化又は理論化に関
する研究並びにそれらを含む周辺領域に関する研究。特に管理会計
技法、管理会計システム、事業継承システム、およびそれに関する管
理システムを対象とする研究

(1)・研究助成(Ａ)研究者・博士後期課程大学院生
・研究助成(Ｂ)博士後期課程大学院生
(2)国際研究交流助成
(3)出版助成
①個人の申請の場合
日本の大学・研究機関に所属する研究者及び大学院
生。ただし，上記大学院生の場合，休学中(休学予定
を含む)に応募することはできません。
②研究グループ（共同研究）の場合
代表者については，日本の大学・研究機関に所属のこ
と。大学院生は共同研究者の代表者になることはでき
ません。※詳細はHP参照

(1)研究助成(Ａ)：
1件30万円～200 万円程度。
研究助成(Ｂ)：
一人毎年60万円程度×3年間、
総額1,500万円程度。
(2)総額500万円程度
(3)1件150万円まで、総額150万円まで

院生可 http://melco-
foundation.jp/apply/re
search/4984/

16 2019/5/15 （公財）永守財団 研究助成 2019 モータ、アクチュエータ、発電機及びそれらの制御方法、その応用技
術等に関連する技術分野

①日本国内の大学・大学院・研究所等に所属し、対象
分野に関する研究を主体的に進め、科学・産業の発
展に貢献する所が大きいと思われる研究者（個人）と
します。
※所属機関（研究室など）の上席者による承諾書が必
要です。
※個人または所属のグループで、同一あるいは類似
内容で、他の財団等から既に助成を受けている研究
については、助成対象外とします。
※概ね39歳以下の若手研究者を対象とします。

100万円/件
2019年10月 から2020年9月末日（1年
間）

消印有効
※学生・院生可

http://www.nagamori-
f.org/subsidy/applicati
oguidelines.html

17 2019/5/15 （公財）永守財団 研究助成2019 モータ、アクチュエータ、発電機及びそれらの制御方法、その応用技
術等に関連する技術分野

日本国内の大学・大学院・研究所等に所属し、対象分
野に関する研究を主体的に進め、科学・産業の発展に
貢献するところが大きいと思われる研究者（個人）とす
る。概ね39歳以下の若手研究者を対象。

100万円/1件 消印有効
詳細はＨＰ参照

http://www.nagamori-
f.org/subsidy/applicati
oguidelines.html

18 2019/5/17 （公財）法人発酵研
究所

2019年度 研究者招
聘･留学助成募集要
項

微生物の分類（分離、分類、保存）、微生物の基礎研究（生化学、構
造、遺伝、生理、生態、進化など）

助成対象1：微生物に関する研究を行う目的で来日す
る外国人研究者
助成対象2：微生物に関する学会での発表を目的とし
て来日する外国人研究者
助成対象3：微生物に関する研究を行う目的で外国へ
留学する日本人研究者

助成対象1：上限25万円/月。助成期
間は1年以内。
助成対象2：上限20万円/人。
助成対象3：助助成対象1に同じ

必着 http://www.ifo.or.jp/re
search/guide01.html

19 2019/5/27 （公財）鉄鋼環境基
金

第40回（2019年度）環
境助成

鉄鋼製造、鉄鋼製品または鉄鋼副産物に関わる環境技術等の研究
開発について

（1）一般研究助成
日本国内にある組織（大学・企業等の法人又は実体
のある任意団体、以下同）に所属する研究者。
（2）若手研究助成
日本国内にある組織に所属する研究者で、2019年4月
1日現在満年齢39歳（2年計画で申請する場合は38
歳）以下のもの。
※ただし、大学生等の院生ではないこと。

（1）1,500千円/年以下
（2）1,000千円/年以下

必着 http://www.sept.or.jp/
jyoseijigyou.html

20 2019/5/31 （公財）カシオ科学振
興財団

第37回（令和元年度）
研究助成候補者推薦

＜特別テーマ＞
自然科学および人文科学のすべての分野（題目：地球環境を課題と
する問題解決に向けた研究）
＜基本テーマ＞
A電気工学・機械工学を中心としたテーマ
B健康維持・増進を目的とした電子工学と医学/生理学の異分野から
なる学際的研究を中心としたテーマ
C人材育成・人間行動を中心としたテーマ

大学研究機関が推薦する研究グループの代表研究者
または個人研究者であり、職名については申請時点
で、教授・准教授・講師・助教・助手に限る（非常勤不
可）

＜特別テーマ＞1件あたり500万円、件
数5件
＜基本テーマ＞1件あたり100万円、件
数35件

推薦書・申請書様式
は、研究開発セン
ター市ヶ谷事務課に
て管理。
学内締切：
2019/5/21
※推薦は1学部3件
までとなっているた
め、上限に満たない
場合のみ学内の締
切後も受け付けます

https://casiozaidan.or
g/entry/

21 2019/5/31 （一財）法政大学出
版局

第6回法政大学出版
局学術図書刊行助成
論文

人文・社会科学分野における優れた学術価値をもちながら未だ公刊さ
れていない専門的研究成果に対する刊行

人文・社会学科分野における優れた学術的研究成
果、もしくは海外の古典的作品翻訳
※個人による未発表の書下ろし、翻訳、またはそれに
準ずる論文

1件につき100万円前後（出版費に充
当）。2件程度

必着 http://www.h-
up.com/20190329josei

22 2019/5/31 （公財）NEC　C&C財
団

2019年度C&C賞候補
者公募

情報処理技術、通信技術、電子デバイス技術、およびこれらの技術
が融合する技術分野、つまり広くIT並びにエレクトロニクスの基礎と応
用にわたる分野の開拓または学術的・技術的研究活動

※自薦は不可
推薦要領等、詳細はＨＰ参照。

賞状、賞牌、賞金（1千万円/件） 必着 http://www.candc.or.j
p/kensyo/2019/nomin
ation.html

23 2019/5/31 （株）リバネス 第44回リバネス研究
費 フォーカスシステ
ムズ賞

超スマート社会の実現に向けたデータ活用の可能性を持つ研究全
般。
ものづくり、ロボティクス、モビリティ、IoT、人工知能、素材、バイオ、医
療、ヘルスケア、食、農業、海洋開発、資源、環境、エネルギーなどの
分野において、超スマート社会実現に向けたデータ活用の可能性を
持つ研究全般

大学・研究機関に所属する40歳以下の研究者。海外
に留学中の方でも申請可能。研究室に所属して研究
を始めていれば、学部生からでも申請可能

研究費50万円＋システム化に向けて
のアドバイス

学部生・大学院生可 https://r.lne.st/2019/
03/01/focus_systems
/

24 2019/5/31 （公財）野村財団 2019年度下期 講演
会等助成

法学・政治学・経済学を中心とする社会科学分野および「女性が輝く
社会の実現」をテーマとする講演会、シンポジウム等の開催に必要な
費用に対する助成

法学・政治学・経済学を中心とする社会科学分野の研
究に従事する個人、または当該資格を有する者を研
究代表者とするグループ

100万円/件 17時まで https://www.nomurafo
undation.or.jp/social/s
o_koubo/lecture.html
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25 2019/5/31 日本生命財団 2019年度ニッセイ財
団　高齢社会助成　
「地域福祉チャレンジ
活動助成」

Ⅰ．地域福祉チャレンジ活動助成
地域包括ケアシステムの展開につながる4つのテーマのいづれかに
該当する活動
1.認知症(「若年性認知症」を含む)の人の地域での生活を支えるチャ
レンジ
活動 (本財団恒久分野)
2.福祉サービスの開発と起業化に向けてのチャレンジ活動(独自財源
づくりを含む)
3.インフォーマルサービスとフォーマルサービスの連携によるケアリン
グ
コミュニティづくりに貢献するチャレンジ活動
4. 医療・介護・福祉・保健の地域包括ケアを実現するためのチャレン
ジ活動

助成テーマにチャレンジする意欲があり、かつ他の団
体等と協働で活動していく団体。法人格の有無は問わ
ない。助成予定団体数は2～3団体。

2年間。最大400万（1年最大200万） 消印有効 http://www.nihonseim
ei-zaidan.or.jp/kourei/

26 2019/5/31 （公財）野村財団 2019年度下期 国際
交流助成（研究者の
招聘）

法学・政治学・経済学を中心とする社会科学分野
（海外在住研究者の招聘。わが国の研究者が招聘して行われる調
査、共同研究および国際会議・シンポジウム・学会・学術講演会等へ
の出席・研究報告・討議参加等に対する助成）

法学・政治学・経済学を中心とする社会科学分野の研
究に従事する個人、または当該資格を有する者を研
究代表者とするグループ。
（海外旅費・交通費が支出の50％を超える場合）

100万円/件 https://www.nomurafo
undation.or.jp/social/s
o_koubo/invitation.htm
l

27 2019/5/31 （公財）野村財団 2019年度　「女性が
輝く社会の実現」を
テーマにした研究助

「女性が輝く社会の実現」をテーマにした研究 法学・政治学・経済学を中心とする社会科学分野の研
究に従事する個人、または当該資格を有する者を研
究代表者とするグループ

500万円/件 17時まで https://www.nomurafo
undation.or.jp/social/s
o_koubo/wresearch.ht
ml28 2019/5/31 （公財）野村財団 2019年度下期 国際

交流助成（研究者の
海外派遣）

法学・政治学・経済学を中心とする社会科学分野
（海外における調査、研究および国際会議・シンポジウム・学会・学術
講演会等への出席・研究報告・討議参加等に対する助成）

法学・政治学・経済学を中心とする社会科学分野の研
究に従事する個人、または当該資格を有する者を研
究代表者とするグループ。
（海外旅費・交通費が支出の50％を超える場合）

100万円/件 17時まで https://www.nomurafo
undation.or.jp/social/s
o_koubo/dispatch.html

29 2019/5/31 マツダ財団 第35回（2019年度）マ
ツダ研究助成（科学
技術関係）

現在ならびに将来にわたって解決が求められている科学技術に関す
る基礎研究および応用研究
(1)機械に係わる研究分野
(2)電子・情報に係わる研究分野
(3)化学系材料に係わる研究分野
(4)物理系材料に係わる研究分野

日本国内の大学（含、附属研究機関）、高等専門学校
に所属（常勤）して、自然科学・工学技術分野の基礎
的・応用的研究に従事し、その研究成果が科学技術
の進歩・発展に貢献するところが大きいと思われる研
究者単独、または有資格研究者を代表とする研究グ
ループ。特に若手研究者や女性研究者の応募を歓
迎。

100万円/件 必着 https://mzaidan.mazd
a.co.jp/bosyu/science
_serach/index.html

30 2019/5/31 （株）フォーカスシス
テムズ

第44回リバネス研究
費 フォーカスシステ
ムズ賞

超スマート社会の実現に向けたデータ活用の可能性を持つ研究全般
ものづくり、ロボティクス、モビリティ、IoT、人工知能、素材、バイオ、医
療、ヘルスケア、食、農業、海洋開発、資源、環境、エネルギーなどの
分野において、超スマート社会実現に向けたデータ活用の可能性を
持つ研究全般

大学・研究機関に所属する40歳以下の研究者 50万円/件+システム化に向けてのアド
バイス

24時
※学部生・院生可

https://r.lne.st/2019/
03/01/focus_systems
/

31 2019/5/31 （公財）山崎香辛料
振興財団

2019年度研究助成募
集要領

香辛料の基礎的研究並びに香辛料の原材料や応用などの関連分野 香辛料の基礎的研究並びに香辛料の原材料や応用
などの関連分野に関する研究をうグループ又は単独
（個人）

1件当たり100万円を基準 http://yamazakispice-
promotionfdn.jp/bosyu
_yoryo.shtml

32 2019/6/10 （公財）住友財団 基礎科学研究助成 理学（数学、物理学、化学、生物学）の各分野及びこれらの複数にま
たがる分野の基礎研究で萌芽的なもの（それぞれの分野における工
学の基礎となるものを含む。）

「若手研究者」（個人またはグループ）
※研究者の所属が営利企業（兼務を含む）の場合に
は応募不可

最大500万円/件 データ送信
2019/6/10(月)必着
郵送書類
2019/6/30(日)必着

http://www.sumitomo.
or.jp/

33 2019/6/10 （公財）住友財団 環境研究助成 （1）一般研究
 環境に関する研究（人文科学・社会科学・自然科学） 分野不問。
（2）課題研究
2019年度募集課題
「深刻化する環境問題の理解および解決のための学際研究または国
際共同研究」

研究者個人または研究グループ
日本の大学等の研究機関に所属し、機関長の承諾が
とれること（国籍不問）

(1)一般研究
最大500万円/件
(2)課題研究 
最大1,000万円/件

データ送信
2019/6/10（月）必着
 郵送書類
2019/6/30（日）必着

http://www.sumitomo.
or.jp/

34 2019/6/14 （公財）ロッテ財団 公益財団法人ロッテ
財団 第7回(2020年
度)研究助成事業
「奨励研究助成(A)・
(B)」

①食料の生産・加工・流通・保存・備蓄・廃棄に関わる技術 
②食品のマーケティング 
③食文化 
④嗜好性(おいしさ・味覚) 
⑤栄養・機能性 
⑥食品安全・衛生
【2020年度特定課題】 
⑦香気 
⑧情報科学の食・健康への活用 
⑨その他分野横断的領域

①本年4月1日時点で原則40歳以下の方国籍は問い
ませんが、本人が日本語で申請書を記載できる方。
②申請時点で、国内の大学・短期大学・高等専門学校
および公的研究機関(以下、「所属機関」)に所属する
研究者で、博士号取得者もしくは後期博士課程単位
取得退学者、またはテニュア職に就いている方。
③助成申請にあたり、所属機関長(学部長・研究科長・
研究所長等)の承認を得られる方。
④当財団の助成(「研究者育成助成」「奨励研究(A)」
「奨励研究(B)」について、重複しての応募または助成
を受けることはできません。※詳細はHP参照

・奨励研究助成(A)
１件あたり最大300万円、研究期間は
１年～3年まで選択可能
・奨励研究助成(B)
１件あたり最大100万円、研究期間は
１年

http://www.lotte-
isf.or.jp/applicants2.ht
ml

35 2019/6/14 （財）電気通信普及
財団

（1）シンポジウム・セ
ミナー等開催援助
（学術分野）（2019年
度）
（2）シンポジウム・セ
ミナー等開催援助
（社会貢献分野）

(1)情報通信の研究、普及・振興に関して学術的に寄与する会議等に
ついて、開催経費の一部を援助
(2)情報通信の普及、利活用の振興に社会的に寄与するシンポジウ
ム・セミナー等のイベントの開催について、開催経費の一部を援助

会議、シンポジウム・セミナー等の開催を行う団体の
責任者より申込可

（1）100万円程度/件
（2）100万円以下/件

https://www.taf.or.jp/
grant-c/01/

36 2019/6/15 日本生命財団 2019年度ニッセイ財
団　高齢社会助成
①実践的研究助成
②若手実践的課題研
究助成

Ⅱ実践的研究助成（①実践的課題研究・②若手実践的課題研究）
「高齢社会助成対象分野・テーマ」に対する課題を明確にした実践的
研究

①研究者または実践家（助手も対象）。研究組織は、
複数名の研究組織で研究者と実践家の双方が参画し
ていること。助成予定は1件程度
②複数名の研究組織で研究者と実践家の双方が参
画。共同研究者が研究者の場合は45歳未満（2019年4
月1日現在、（1974年4月2日以降生まれ）、実践家は
年齢制限なし。

①2年間。最大400万（1年最大200万
②１年。最大500万

消印有効
大学院博士後期課
程在籍、修了、単位
取得退学で常勤の
職にないものも含む

http://www.nihonseim
ei-zaidan.or.jp/kourei/

37 2019/6/17 マツダ財団 第35回（2019年度）マ
ツダ研究助成（青少
年健全育成関係）

「青少年の健全育成」に係る市民活動の活性化に役立つ実践的な研
究
①ボランティア育成 
②災害復興・災害対策に関する活動 
③青少年の居場所づくり
④地域連帯、コミュニティづくり 
⑤自然とのふれあい 
⑥国際交流・協力 
⑦科学体験･ものづくり

日本国内の大学、NPO等に所属して、青少年健全育
成に関する研究に従事し、その研究の成果が、次代を
担う青少年の健全育成に貢献するところが大きいと思
われる研究者または研究グループ

助成金の総額：400万円
助成件数：5～6件

必着
要所属機関の代表
者の承諾

https://mzaidan.mazd
a.co.jp/bosyu/human_
serach/index.html

38 2019/6/21 （公財）JFE21世紀財
団

（１）2019年度アジア
歴史研究助成
（２）鉄鋼技術研究
（３）地球環境・地球
温暖化防止技術研究

(1)21世紀アジアと共存共栄するための、日本の産業と文化のVision
構築に資するアジア歴史研究
(2)鉄鋼材料、製造プロセス、鉄鋼副産物を対象とす基礎/応用研究
(3)地球環境保全と地球温暖化防止を目的とした技術開発を対象とす
るエンジニアリング（工学）に関係する基礎、応用技術の研究

・日本の国公私立大学または公的研究機関に勤務
（常勤）する研究者
。グループで研究の場合には代表研究者以外の共同
研究者は３名以内
・大学院生および外国の大学、日本の他の大学や公
的研究機関に所属する研究者も可

（１）150万円/件
（２）および（３）200万円/件

財団HPから送信 http://www.jfe-21st-
cf.or.jp/furtherance/e
ntrance.html

39 2019/6/28 （財）電気通信普及
財団

特別講義開設援助
(2019年度)含む財団
設立35周年記念事業

（1）特別講義開設援助（2019年度）
大学又は大学院において、情報通信に関する特別講義（人文・社会
科学分野及び技術分野）を新たに開設するため、その経費を援助
ます。
（2）財団設立35 周年記念事業
特別講義開設援助募集要項（2019 年度）
大学又は大学院において、昨今重要性を増している情報セキュリティ
や防災ＩＣＴなどの特定テーマに関する特別講義を新たに開設するも
の、もしくはこれまでの取り組みをさらに充実するものの経費を援助

日本の大学又は大学院の学部、研究科等の組織を代
表する職位の方

（1）対象期間：2020年度を初年度とす
る連続する3年間又は隔年での3年間
対象費用：限度各年度の特別講義開
催の経費（原則、100万円以下）
（2）対象期間：（1）と同じ
対象費用：各年度の特別講義開催の
経費（原則、200万円以下）

https://www.taf.or.jp/
grant-b/03/

40 2019/6/28 （一財）河川情報セン
ター

2019年度河川情報セ
ンター研究助成

① 水災害に係る水理・水文（洪水予測・洪水氾濫を含む）に関する研
究
② 水害リスク情報に関する研究
③ 河川情報の提供に関する研究 
④ 水災害情報の収集・共有に関する研究 
⑤ 水災害軽減に向けた地理空間情報との連携に関連する研究 
⑥ 地域防災力向上に関する研究 
⑦ 災害時危機管理に関する研究 
⑧ その他上記に類する研究

・日本国内の大学、高等専門学校及びこれらに附属す
る機関の研究者
・国、地方公共団体、独立行政法人等及びこれらに附
属する機関の研究者
 ・民間企業の研究者
※学生は博士後期課程に在籍する者に限って、共同
研究者になることができます。

100～300万円/件 博士後期課程の学
生は、共同研究者の
み可

http://www.river.or.jp
/koeki/jyosei/2019_1.
html

41 2019/6/28 （一財）キヤノン財団 研究助成プログラム
「新産業を生む科学
技術」

社会の繁栄をめざし、新たな産業の創造を可能にする科学技術研究 大学、大学院、高等専門学校、公的研究機関等に勤
務する研究者

2,000万円/件 2019年7月12日（金）
15時

https://www.canon-
foundation.jp/aid_indus
trial_base/outline.html

42 2019/6/28 （公財）野村財団 2020年度　金融・証
券のフロンティアを拓
く研究助成

国内外の金融・証券分野に関する経済学・法学等の理論的研究、
データ分析に基づく実証的研究、幅広い学問分野にまたがる学際的
研究、海外の研究者も加えた国際的研究など

社会科学分野の研究に従事する個人、または当該資
格を有する者を研究代表者とするグループ

2,000万円/件（助成対象実施期間は
最長5年）

17時まで https://www.nomurafo
undation.or.jp/social/s
o_koubo/frontier.html

43 2019/6/28 （一社）日本内部監
査協会

2019年度「研究助成」 内部監査及び関連諸分野に関する調査研究 日本国内の教育機関において、会計学、商学、経営
学、経済学、法学、情報学等の調査研究に従事してい
る個人で、申請時点で常勤の准教授、助教等（特任教
員を含む）

50万円以内/件 消印有効 http://www.iiajapan.co
m/system/josei/

44 2019/6/28 積水化学工業（株） 2019年度「自然に学
ぶものづくり」研究助
成

①「ものづくりテーマ」
社会課題（例：少子高齢化、環境、安全な水、エネルギー、まちづくり、
健康、気候変動などの課題）の解決に向け短中期的に実用化に進む
研究
②「基盤研究テーマ」
将来「ものづくり」に活用が期待される独創的・先駆的研究、挑戦的萌
芽研究

ひとつのテーマとして独立した個人研究、または複数
人の連携による共同研究が対象

①最高500万円/件（6件程度）
②最高300万円/件（6件程度）

オンライン登録：
2019/6/28
申請書等の送付：
2019/7/1必着
所属機関長の承認
が必要

https://www.sekisui.c
o.jp/news/2019/1335
701_34598.html

45 2019/6/28 （財）電気通信普及
財団

長期海外研究援助
(2019年度)

情報通信に関する研究（人文・社会科学分野及び技術分野）を行う研
究者が、海外の大学又は研究機関の招請を受けて、海外で長期間、
優れた研究活動を実施するため、その経費の一部を援助

・日本の大学等の常勤の研究者で、原則、40歳以下
※原則、6ヶ月～1年以内（2019年10月から2020年9月
末までに派遣開始）

①滞在費の一部（原則、1日80米ドル
を限度）
②往復海外渡航費（エコノミークラス運
賃）

郵送必着 https://www.taf.or.jp/
grant-b/01/

46 2019/6/28 （公財）ロッテ財団 公益財団法人ロッテ
財団 第7回(2020年
度)研究助成事業

研究者育成助成<
ロッテ重光学術賞>

①食料の生産・加工・流通・保存・備蓄・廃棄に関わる技術 
②食品のマーケティング 
③食文化 
④嗜好性(おいしさ・味覚) 
⑤栄養・機能性 
⑥食品安全・衛生
【2020年度特定課題】 
⑦香気 
⑧情報科学の食・健康への活用 
⑨その他分野横断的領域

①本年4月1日時点で40歳以下の博士号取得者。国籍
は問いませんが、本人が日本語で申請書を記載でき
る方
②申請時点での所属先は国内・海外を問いません
が、助成開始後の受入研究機関は国内の大学・短期
大学・高等専門学校および公的研究機関のみとしま
す。海外の研究機関から国内に戻る目的での当助成
への応募も可能です。
③助成開始当日までに、受入研究機関より有期のポ
スト(称号)を付与され、機関内での研究の資格と環境
を獲得できる方。※詳細はHP参照

1,500万円/年 http://www.lotte-
isf.or.jp/applicants1.ht
ml

47 2019/6/30 （公財）日本証券奨
学財団

2019年度研究出版助
成

証券金融経済部門とし、具体的には証券、金融、財務・会計、経営、
法律、経済、社会の各分野

大学において学術の研究調査に従事している55歳（本
年4月1日現在）の方々を代表者とするグループ。

助成金総額は、500万円とし、研究出
版1件あたり50万円から100万円程度。

必着
院生は、博士課程又
は博士後期課程在
籍者は可能

http://www.jssf.or.jp/r
esearchpublication.ht
ml



No 法人締切 団体名 事業名 対象分野 募集対象 助成内容 備考 ＨＰ

48 2019/6/30 （公財）ファイザーヘ
ルスリサーチ振興財
団

2019年度
ヘルスリサーチ研究
に関する第28回 研
究助成

国内におけるヘルスリサーチ領域（自然科学や社会科学）の問題解
決型の共同研究
（1）国際共同研究
（2）国内共同研究（年齢制限なし）
（3）国内共同研究（満39歳以下）
重点分野（制度・政策、医療経済、保健医療の評価、保健医療サービ
ス、医療哲学、保健医療資源の開発）以外も対象　※詳細はHP参照

（1）海外研究者を1名以上含めること。
（2）同一教室内研究者のみとの共同研究は対象とし
ない。
（3）同一教室内研究者のみとの共同研究は対象とし
ない。共同研究者はすべて満45歳以下とすること。

（1）上限300万円/件 （8件程度）
（2）上限130万円/件（14件程度）
（3）上限100万円/件（14件程度）

消印有効 https://www.health-
research.or.jp/content
/index.html

49 2019/6/30 （公財）野村マネジメ
ント・スクール

2019年度学術研究支
援

経営者教育、経営学、ファイナンス、ＩＴマネジメント等に関する調査・
研究プロジェクト

わが国の大学等において常勤の職に就き、経営者教
育、経営学、ファイナンス、ＩＴマネジメントを中心とする
分野の研究に従事する個人、または当該資格を有す
る者を研究代表者とするグループ

1件あたり100万円。総額1000万円程
度。

17時必着 https://system.nsam.
or.jp/login/index.html

50 2019/6/30 （公財）日本証券奨
学財団

2019年度研究調査助
成

証券、金融、財務・会計、企業・経営、法律、経済、社会の各分野 大学又は研究機関等において学術の研究調査に従事
している55歳（本年4月1日現在）以下の研究者（グ
ループ研究の場合は複数の研究機関にまたがってよ
い。）とする。
なお、大学院博士課程（博士後期課程）に在籍する者
を共同研究者に加えることができる。

100万円程度/件
（総額1,000万円を予定）

必着 https://jssf.or.jp/rese
archgrant.html

51 2019/6/30 （公財）伊藤科学振
興財団

自然科学の研究を行
う者に対する研究費

地学 大学の准教授、講師、助教およびこれに準ずる者とし
大学以外の国・公・私立研究機関において、これに準
ずる者のある際は選考の対象に加える。大学院生・研
究者は共同研究者

１件当たり100万円以内 正副２通を送付 http://www.itoka.or.jp
/foundation

52 2019/6/30 （一財）医療経済研
究・社会保険福祉協
会

2019年度（第23回）研
究助成：若手研究者
育成研究助成

以下の５課題の中から１つを選択
①医療保険及び介護保険に関する政策的研究
②診療報酬及び介護報酬に関する政策的研究（①を除く）
③費用便益分析・費用効用分析・費用効果分析等を用いた政策的研
究
④医療・介護産業に関する政策的研究
⑤医療・介護の提供体制に関する政策的研究

(1)対象分野に関する科学的実証的研究を志向する個
人又はグループ
(2)主たる研究者は、国内研究機関に常勤で勤務する
研究者（大学院生を含む）
(3)主たる研究者は40歳以下（2019年4月1日現在）但
し、博士課程に在籍している場合には年齢制限なし。

50万円～100万円/件 ※院生可 http://www.ihep.jp/bu
siness/grant/

53 2019/6/30 （公財）日本証券奨
学財団

2019年度研究出版助
成

証券、金融、財務・会計、企業・経営、法律、経済、社会の各分野 大学又は研究機関等において学術の研究調査に従事
している55歳（本年4月1日現在）以下の研究者（グ
ループ研究の場合は複数の研究機関にまたがってよ
い。）とする。
なお、大学院博士課程（博士後期課程）に在籍する者
を共同研究者に加えることができる。

50～100万円程度/件
（総額500万円を予定）

必着
・申請時に完成原稿
を提出すること。
・2020年3月までに出
版すること。

https://jssf.or.jp/rese
archpublication.html

54 2019/6/30 （公財）医療科学研
究所

2019年度研究助成 ①医療及び医薬品に関する経済学的調査・研究
②医薬品等研究開発・生産・流通に関する調査・研究
③医療とその関連諸領域の学際的調査・研究
※以下の研究は対象外
○通常の医学研究ともいうべき自然科学的研究
○医師、看護師、薬剤師等の専門技術に関する自然科学的研究
○他の助成団体から助成を受けた研究と実質的に同じ内容の研究

医療経済、医療制度、医療政策、社会保障政策、医薬
品産業政策、その他広く医療に関して、優れた萌芽的
研究あるいは独創的研究を目指す個人またはグルー
プ（主たる研究者は、2019年4月1日現在で40歳以下で
あることが望ましい）

50万円以内8件、
100万円以内2件
（助成総額600万円以内）

消印有効 http://www.iken.org/a
ssist/about.html

55 2019/6/30 （公財）日本証券奨
学財団

2019年度研究調査助
成金

証券金融経済部門とし、具体的には証券、金融、財務・会計、経営、
法律、経済、社会の各分野

大学において学術の研究調査に従事している55歳（本
年4月1日現在）の方々を代表者とするグループ。

総額、1,000万円とし、研究調査1件当
たり100万円程度

必着
院生は、博士課程又
は博士後期課程在
籍者は可能

http://www.jssf.or.jp/r
esearchgrant.html

56 2019/7/10 （公財）俱進会 2019年度科学技術社
会論・柿内賢信記念
賞

（1）特別賞
研究または実践における科学技術社会論に対する貢献の実績に授
与
（2）奨励賞
今後の発展が期待される研究を行う個人に授与
（3）実践賞
実践活動（科学技術社会論の社会応用、または社会実践を通じた科
学技術社会論の研究）を行う個人に授与

「科学・技術と社会の問題」に関する研究・実践活動を
行う国内在住の個人またはグループ
科学技術社会論学会の非会員も応募可
特別賞は自薦または他薦。奨励賞と実践賞は自薦の
み。

（1）特別賞：賞金70万円1件
（2）奨励賞1件：研究助成金（原則1件
につき30万円から50万円）を授与。
（3）実践賞１件：（２）と同じ

消印有効 http://jssts.jp/conten
t/category/9/86/34/

57 2019/7/12 （一財）キヤノン財団 研究助成プログラム
「善き未来をひらく科
学技術」

多様な価値観が共存する未来社会を洞察し、善き未来をひらくことに
貢献する科学技術研究

大学、大学院、高等専門学校、公的研究機関等に勤
務する研究者

3,000万円/件 15時 https://www.canon-
foundation.jp/aid_ideal
/information.html

58 2019/7/17 （公財）DNP文化振
興財団

2019年度 グラフィック
文化に関する学術研
究助成

（A部門）グラフィックデザイン、グラフィックアート全般をテーマとする
学術研究
（B部門）グラフィック文化に関するアーカイブをテーマとする研究
※詳細はHPに掲載

グラフィックデザイン、グラフィックアートに関する研究
を行う研究者の個人またはグループ。
（1）大学に在籍する研究者（教員または大学院生）
（2）美術館学芸員
（3）大学院修了以上の研究者で、大学教授または美
術館館長の推薦のある者
（4）その他、上記に準ずる者

（Ａ部門）（Ｂ部門）ともに、
1件につき上限50万円/年

必着 http://www.dnp.co.jp/
foundation/grants/

59 2019/7/19 全国農業協同組合
中央会（JA全中）

令和元年度ＪＡ研究
奨励

【特別研究課題】
①現代社会における農業協同組合（ＪＡ）の存在意識と役割について
②「農業者の所得増大と地域の活性化」を図るＪＡの戦略的行動につ
いて
【一般研究課題】
①農業協同組合または協同組合に関するもの
②協同組合教育の振興に関するもの
③ＪＡ全国大会に関するもの

【特別研究課題】
ＪＡに関する研究を続ける見込みがある方。グループ
での応募においてはＪＡ職員（ＪＡ関係研究機関職員を
含む）として勤務するまたは勤務した者を1名加えるこ
とを推奨。
【一般研究課題】
令和元年5月末現在45歳未満の方で、将来とも日本に
おいてＪＡに関する研究を続ける見込みのある方。大
学教授およびこれと同等の職位にある方は除く。

【特別研究課題】1件につき100万円以
内
【一般研究課題】
1件につき50万円以内

必着 https://www.hitoduku
ri-
zenchu.jp/topics/201
2/120626_01.html

60 2019/7/20 （公財）稲盛財団 2020年度稲盛研究助
成

自然科学系、人文・社会科学系 ・日本に居住し、募集要項を送付した大学・機関に所
属していること。
・常勤で所属機関に正式に雇用されていること。
・助教相当以上であること。
・主体的に研究を行っていること。
※自然科学系では「40歳以下の若手研究者」の応募
を優先。

100万円/件 17時
要推薦

https://www.inamori-
f.or.jp/inamori_grants/
about/

61 2019/7/22 （公財）松下幸之助
記念財団

2019年度松下幸之助
国際スカラシップ（留
学研究助成）

アジア、アフリカ、ラテンアメリカ諸国の大学・大学院及び政府研究機
関に所属しての調査研究（※詳細はＨＰご参照）

・日本の大学・大学院・研究機関に学生・教員・研究員
として在籍する者
・日本国籍を有する者（海外在住者は除く）
・日本に永住を許可されている者
・留学・研究する大学等において研究を進めるに十分
な語学力を有する者
・2019年4月1日時点に年令40才未満他の奨学金を受
給していない者
※他条件あり。HP参照のこと。

支給期間：学部生9～12ヶ月、院生・研
究機関在籍者1～2年
奨学金：月額14万円
渡航費：1往復分

必着
院生可

http://matsushita-
konosuke-
zaidan.or.jp/works/jpn
/promotion_jpn_01.htm
l

62 2019/7/31 （公財）鈴木謙三記
念医科学応用研究
財団

令和元年度調査研究
助成

課題１：より豊かな生活に貢献する医療技術に関する研究

（１）日常身体活動・機能の非侵襲的な測定装置の開発

（２）ＱＯＬの向上を目指した医療技術の開発

課題２：生活習慣病における医学、薬学の萌芽的研究

（１）病態の解明と病態モデルの開発

（２）生理活性物質と創薬に関する研究

国、公、私立の大学、研究所、病院などの研究機関に
おいて、本助成事業の趣旨に沿う調査研究に従事し
ているもの。
但し助成課題については

（1）選考委員及び本財団から過去5年以内に助成を受
けた方は対象外

（２）助成を受けた方と同教室で類似テーマでの申請
は不可

（３）応募は、１教室（１研究室）から１課題

（４）課題２は、満45歳以下[昭和48年（1973年）8月1日
以降生まれ]の研究者が対象

（５）企業との共同研究は対象外

課題1：1件につき500万円

課題2：1件につき300万円

消印有効
※所属機関長の推
薦が必要

https://www.suzuken
zaidan.or.jp/bosyu/ind
ex.html

63 2019/7/31 （公財）藤原科学財
団

2020年～2021年開催
藤原セミナー

自然科学の全分野 わが国の大学等学術研究機関に所属する常勤の研
究者

１件12,000千円以内（総額24,000千円
以内）

必着 https://www.fujizai.or.j
p/download.htm

64 2019/7/31 （株）リバネス 第45回リバネス研究
費 老化制御研究推

生体の老化機構あるいは老化に伴う生体内の変化に関する研究 大学・研究機関に所属する40歳以下の研究者 研究費上限50万円 24時締切
学部生・大学院生可

https://r.lne.st/2019/
06/01/45th-aging/

65 2019/7/31 （公財）りそなアジア・
オセアニア財団

2020年度助成事業　
「調査研究助成/国際
学術交流助成/出版
助成」

アジア・オセアニア諸国・地域に関する人文・社会科学分野（社会、文
化、歴史、政治、経済等）の調査・研究活動や国際会議等の国際交流
活動、出版等の啓発・広報活動等に対して助成
①調査研究助成：個人研究または共同研究
②国際学術交流助成：国際会議、シンポジウム等開催助成、研究者
交流助成（人材招聘、派遣等助成）
③出版助成：調査研究成果にかかる出版助成、および出版に準ずる
広報活動への助成

①②③共通：
日本の大学または研究機関等の所属者から推薦を得
られる方
①のみ：
2020年4月1日時点で、39歳以下（原則）

①助成期間：1年もしくは2年
助成金額：50万円～100万円（共同研
究は５０万～200万円）
②助成期間：1年間
助成金額：50万～200万円
③助成期間：1年
助成金額：50万～120万円

必着
詳細はHP参照

http://www.resona-
ao.or.jp/project/prom
otion_application.html

66 2019/7/31 （株）リバネス 第45回リバネス研究
費 大正製薬ヘルスケ
ア・ビューティーケア
賞

人々の健康と美に寄与するあらゆる研究
（本能・感性・五感に関わる研究、情報工学・人間工学・行動科学・認
知科学・生命科学、機能性素材、処方設計・製剤化技術など、あらゆ
る分野からのアプローチを募集）

大学・研究機関に所属する40歳以下の研究者 研究費上限50万円 24時締切
学部生・大学院生可

https://r.lne.st/2019/
06/01/45th-
taishopharma/

67 2019/7/31 （株）リバネス 第45回リバネス研究
費 日本の研究.com
賞

研究世界の地図を描き、新たな知識への道筋を創り出すためのあら
ゆる研究
（日本の研究.comを活用することで実現する「研究者と新たな知識の
遭遇」をテーマとしたあらゆる研究）

大学・研究機関に所属する40歳以下の研究者 研究費上限50万円 24時締切
学部生・大学院生可

https://r.lne.st/2019/
06/01/45th-
research/

68 2019/7/31 （公財）法人発酵研
究所

2020年度　
（１）一般研究助成、
大型研究助成
（２）若手研究者助成
（３）寄付講座助成

（１）下記①②③
（２）下記①②
（３）下記①
研究課題①微生物の分類（分離、分類、保存）
研究課題②微生物の基礎研究（生化学、構造、遺伝、生理、生態、進
化など）
研究課題③微生物の応用研究（発酵、生理活性物質、プロバイオティ
クス、環境保全、バイオエネルギーなど）
課題③については、応募時にキーワード2つ以内選択

(1)日本の研究機関に所属し、前項に掲げた研究を
行っている個人。それぞれ年間500万以上、大型につ
いては1,000万円以上の助成金・研究費を受けること
が確定している場合は除く
(2)助成開始時に日本の研究機関に所属し、前項に掲
げた研究を行う個人。2020年4月1日現在、満35才以
下の者。助成期間内に、他からの助成金・研究費を受
けること可
(3)日本の国立大学、公立大学、私立大学のいずれか
に属する部局（研究科、学部または研究所）★寄付講
座助成については、応募前に所属先に相談してくださ
い。

（１）一般研究助成：300万円、
大型研究助成1000万円
（２）300万円
（３）2億円

http://www.ifo.or.jp/re
search/info.html

69 2019/7/31 （公財）稲盛財団 2020年度稲盛科学研
究機構フェローシップ

基礎科学分野（2020年度は「量子」） 下記すべてを満たすこと
・日本に居住し、募集要項を送付した大学・機関に所
属していること。
・独立研究者で、大学の所属は准教授以上。
・助成年度開始時に50歳以下（2020年4月1日時点）

1,000万円/件×10年間 17時まで
要推薦。１機関上限3
件に付、応募予定者
は７/23（火）までに
研究開発センター小
金井事務課に連絡

https://www.inamori-
f.or.jp/inaris/

70 2019/8/9 （一社）ヤンマー資源
循環支援機構

2020年度事業 （１）資源循環型の持続可能な農林水産業の取組み
（２）農林水産資源の活用
※資源循環型社会の実現に資する基礎研究、技術開発、実証等
（※詳細はＨＰを参照）

1.大学、研究機関、教育機関等において研究活動に
従事されている方
2.大学院修士課程または博士課程に在籍される方
（営利企業等およびその関係者は対象外）

一般：1件あたり150万円まで
学生：1件あたり50万円まで
（総額2,000万円程度の予定）

院生（修士・博士後
期）応募可

https://www.yanmar.c
om/jp/shigenjunkan/a
pplication/guidelines.h
tml

71 2019/8/23 （公財）中島記念国
際交流財団

令和２年度　日本人
若手研究者研究助成
金

研究助成
①情報科学②生命科学

37才以下（令和2年4月1日現在） 1件500万円以内
（総額5千万円以内）

17時まで
※郵便以外での応
募は無効

http://www.nakajimafo
und.or.jp/koubo.htm



No 法人締切 団体名 事業名 対象分野 募集対象 助成内容 備考 ＨＰ

72 2019/8/23 パワーアカデミー事
務局

2019年度パワーアカ
デミー研究助成
①特別推進研究
②萌芽研究
（個人型・チーム型共
同研究・博士課程学
生枠）

①「パワーアカデミー研究マップ」に関連した独創的、先駆的かつ電気
工学分野への波及効果が期待できる研究
②「パワーアカデミー研究マップ」に関連した電気工学分野の将来展
開を見据えた研究
※その他詳細はHPを参照

①日本国内の大学または高等専門学校に所属する常
勤の教員で、異なる学校に所属する複数人からなる
チーム。
②【個人型・チーム型】：日本国内の大学または高等専
門学校に所属する常勤の教員もしくは博士後期課程
に在籍する学生（チーム型の場合、異なる専門分野に
従事する複数人(最大5名）。
【博士課程学生枠】：2020年度日本国内の大学の博士
後期課程に在籍中または在籍予定で、リサーチアシス
タントとして雇用されることができ、期間中研究を継続
できること（原則2020年2月から1年間）。

①1,000万円程度×1件
②【個人型・チーム型】：上限100万円/
人・チーム（15件程度）
（チーム型の場合、チーム間連携のた
め別途20万円を加算）
【博士課程学生枠】：上限100万円（RA
雇用費として助成額の50％（上限）を
計上すること）/人（5件程度）

※院生（博士課程
（後期））可。ただし、
2019年8月2日までに
申請書を研究開発セ
ンターに提出し、内
容の確認を受けるこ
と。
15時締切（電子メー
ルによる応募）

http://www.power-
academy.jp/info/2019
/002331.html

73 2019/8/25 （公財）フジシール
パッケージング教育
振興財団

2019年度パッケージ
研究助成事業

パッケージに関わる研究
特に、パッケージ分野における環境対策の研究、パッケージに関する
認識や研究活動に新たな広がりや深みをもたらすことが期待される
研究を優先的に対象とする。

①主たる勤務先が国内の大学とその附置研究所、大
学共同利用機関、公的研究機関であること
②上記の機関に所属し、主体的に研究をすすめてい
る原則常勤の研究者、職務専念義務上、外部研究費
の需給にかかわる制約がないこと
③当財団からの研究助成を所属機関が研究費として
管理する前提のもとに、所属機関が応募を承諾してい
ること
④当財団に対して同一年度に複数の応募申請をして
いないこと
⑤国内居住者
（※詳細はＨＰを参照）

助成金総額3,000万円
合計10件程度
※100万～500万円の範囲で助成希望
額を申請のこと（100万円単位）

http://www.fujiseal.co.
jp/foundation/support
/index.html

74 2019/8/26 朝日新聞文化財団 2019年度朝日賞 人文や自然科学など、わが国のさまざまな分野において傑出した業
績をあげ、文化や社会の発展、向上に多大な貢献をされた個人また
は団体

年齢・国籍制限なし
特に人文の領域では、この１年あるいは近年の顕著な
業績を重視して選考。

正賞のブロンズ像と副賞1件500万円 学内締切：2019年7
月31日（水）
※所定の推薦票は
研究開発センター
市ヶ谷事務課が管
理。
※本学から推薦でき
るのは、人文、自然
科学それぞれの領
域につき原則1名（最
大2名）のため、候補
者多数の場合は、学
内選考します。

http://www.asahi.com
/shimbun/award/asah
i/

75 2019/8/30 （公財）加藤記念バ
イオサイエンス振興
財団

第31回（2019年度）国
際交流助成

2019/4/1～2020/3/31の期間に、海外で開催されるバイオサイエンス
分野の学会・シンポジウム等での研究成果の発表

応募締切日に35歳以下の、日本国内在住の研究者
（外国籍含む）

渡航地域により10万円～30万円。
年間予算総額750万円程度（上期下期
合わせて35件程度）
※本件は、機関管理ではなく個人管理
で構いません。

募集期間：上期：
2019/1/4～2/28
下期：2019/7/1～
8/30
大学院生可
※１推薦者あたり、2
名以上の推薦は不
可のため、推薦を受
けたい者は、推薦者
に相談のこと。

https://www.katokine
n.or.jp/applications/3_
2koku_zyo.html

76 2019/8/30 （一財）全国勤労者
福祉・共済振興協会
（全労共済）

2019年度公募委託調
査研究

「ともに支えあう社会をめざして」をメインテーマとする勤労者の生活
の向上に寄与する調査研究。必ず以下の（1）～（3）いずれかの視点
からアプローチ（考察）すること。
（1）共済・保険等の果たす役割
（2）協同組合・相互扶助組織の果たす役割
（3）社会保障が勤労者福祉に果たす役割

主たる研究拠点が日本国内にあり、下記のいずれか
に該当する日本語での申請書・報告書の作成と報告
が可能な研究者。
・学校教育法に基づく大学及び同附属研究機関等に
所属する研究者
・研究機関に所属する研究者
・大学院博士後期課程在籍者

1件あたり100万円を上限とし、採用件
数は3件以内とします。

17時必着
※院生（博士課程
（後期））可

https://www.zenrosai
kyokai.or.jp/thinktank/
research/assistance/

77 2019/8/30 （公財）NEC　C&C財
団

2019年度後期　国際
会議論文発表者助成

海外で開催される国際会議においてC&C
（Computers&Communications)分野の研究発表者を対象に、その会
議に出席のための渡航費用等を補助する。

【カテゴリー1】投稿論文発表者への助成
【カテゴリー2】研究中の博士論文やテーマをもとに、参加者たちと技
術的な討議を行うような国際会議PhDフォーラム等への参加に対する
助成
※C&C分野（情報処理技術、通信技術、電子デバイス技術及びこれら
の技術の融合した技術分野）、及びその関連技術
（詳細はHPをご確認ください）

①国際会議参加時に日本の大学及びこれに準ずる教
育機関に在籍している大学院生（原則40歳以下）

②国際会議（査読或いはセクション付、海外開催）での
採用が原則として確定していること。採用未確定の段
階でも応募可だが、諸条件あり。
③投稿論文の場合は、筆頭筆者でかつ発表者である
こと

④参加する国際会議は原則学会等の学術団体が主
催、協賛、後援するもの

⑤経済的必要性が高いことを原則とする
※詳細はHPを参照

（1）応募件数は、1名につき1件。カテ
ゴリー1と2の同時応募も不可。
（2）1件当たりの助成額は12～25万
円、開催地などによる。
（3）同一の推薦者（＝同じ研究室）から
同一の国際会議への応募は原則1
名。
※その他はHPを参照。

メールのみ受付（郵
送不可）
※指導教員からの推
薦要

http://www.candc.or.j
p/jyosei/jyosei_kokusa
i.html

78 2019/8/30 （公財）旭硝子財団 2020年度研究奨励 化学・生命分野／物理・情報分野
若手研究者による基礎的・萌芽的な研究提案を支援

国内の大学とその附置研究所、大学共同利用機関、
高等専門学校に勤務し、主体的に研究を進めている
原則常勤の研究者。任期付研究者の場合、当財団の
定めたガイドラインがある。
1974年以降生まれ。

助成額：200万円以内/件
研究期間：1～2年間

http://www.af-
info.or.jp/subsidy/abo
ut.html

79 2019/8/30 （公財）味の素食の
文化センター

2019年度食の文化研
究助成事業

①食の文化に関わる研究を対象とし、人文・社会科学の研究に限ら
ず、自然科学分野で食の文化に関する研究（但し、食品や医薬品など
の開発を目的とするものは除く）も含む。
②食の文化に関する認識や研究活動に新たな広がりや深みをもたら
すことが期待とされる研究を優先的に対象とする。

①原則として2020年4月1日時点で40歳前後までの若
手研究者であって、しかるべき研究者からの推薦があ
る方（国籍不問。日本国内に居住する研究者で日本
語での報告書作成や成果発表が可能であること）
②個人研究を対象とするが、共同研究者のあることを
妨げない

1件当たり100万円程度、総額700万円
程度

要推薦書 https://www.syokubu
nka.or.jp/research/

80 2019/8/31 （株）リバネス 第45回リバネス研究
費 吉野家賞

働くひとの付加価値を向上させるためのあらゆる研究
（ロボット、データサイエンス、情報通信、XR、コミュニケーション、薬
学、医学、材料工学、電子工学、人間行動学、心理学、経済学、デザ
イン、ものづくり、など幅広い科学・技術分野の研究）

大学・研究機関に所属する40歳以下の研究者 研究費50万円 + 店舗等を研究・実証
試験フィールドとして提供

24時締切
学部生・大学院生可

https://r.lne.st/2019/
06/01/45th-
yoshinoya/

81 2019/8/31 （一財）日本国土開
発未来研究財団

2019年度学術研究助
成事業

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の課題解決に貢献できる研究及び事
業。今年度は次の４テーマ。
①都市と人間の居住地を包摂的、安全、強靭且つ持続可能にする
テーマ
②強靭なインフラを整備し、包摂的で持続可能な産業化を推進すると
ともに技術革新の拡大を図ることができるテーマ
③全ての人々に手頃で信頼でき、持続可能且つ近代的なエネルギー
へのアクセスを確保できるテーマ
④全ての人々に水と衛生へのアクセスと持続可能な管理を確保でき
るテーマ

国内の大学・高専等の学校、研究機関に常勤し、対象
となる研究を行う研究者或いは常勤する研究者を中
心とし構成される研究グループ

1件1年当たり5百万円を上限。本年度
の助成件数は5～6件程度を予定。

必着 https://www.jdc-
miraizaidan.or.jp/guide
/gakujutsukenkyu.html

82 2019/8/31 （公財）りそなアジア・
オセアニア財団

2020年度環境プロ
ジェクト助成

アジア・オセアニア諸国や地域における豊かな緑ときれいな水を守る
事業で、財団助成趣旨に沿った内容のもの。ただし、該当地域ですで
に萌芽的な活動が行われ、応募者がすでに何らかの形で活動に関与
しているものに限る

以下の2要件を満たすこと
(1)日本の大学もしくは環境保全活動や支援活動を行
なっている団体、会社等に所属する方からの推薦が得
られる個人（原則として、教授、組織代表、役員クラス）
(2)活動地域（アジア・オセアニア地域）の現地におい
て、当概事業の共同事業者（協力者）がいること

助成期間：1年～3年
助成金額：50～100万程度/年

必着
詳細はHP参照

http://www.resona-
ao.or.jp/project/enviro
nment_application.html

83 2019/8/31 （公財）韓昌祐・哲文
化財団

2019年度助成 日韓に関わる、文化・芸術・歴史・社会・スポーツ・学術・国際交流 原則として「日韓を生活・活動の拠点とする者」で、国
籍は不問

助成総額1500万円（上限）
個人・団体問わず、1件の助成金の範
囲は、20万円～200万円

消印有効
電子申請の場合の
締切は18時迄。

https://www.hanchan
gwoo-tetsu.or.jp/

84 2019/9/1 米国社会科学研究
評議会（SSRC）東京
事務所

安倍フェローシップ・
プログラム個人研究
プロジェクト公募

対象プロジェクトは次の4テーマのいずれか1つ以上に該当する社会
科学ならびにその関連領域の研究
①個人・社会・国際的な安全保障に対する脅威
②成長と持続的な発展
③社会・科学・文化のトレンドと変容
④ガバナンス、エンパワーメントと市民参加

日本国籍または米国市民権の保有者。もしくはその他
の国籍保有者で日本または米国に長期にわたる研究
拠点を有する者。
その他の申請資格はHPを参照

奨学金の支給条件はHPを参照 オンラインのみで受
け付け
http://soap.ssrc.org

http://www.jpf.go.jp/c
gp/fellow/abe/guide/

85 2019/9/3 （一財）民間都市開
発推進機構

令和元年度都市再生
研究助成

都市の再生に関する研究。
専攻分野や研究手法については、狭義の都市計画、建築等の分野に
限定せず、広範囲の専攻分野を対象。
社会科学系、人文科学系の研究室等からの応募も歓迎

国内の大学の学部、大学院又は付属研究機関におけ
る研究室等の組織を対象とする。　　　　　　　　　　　研
究の助成研究責任者は上記の組織に所属する昭和
44年1月1日以降の生まれの研究者とする。

研究期間は2カ年。
1件の助成額は、1年度当たり100万
円、2カ年で200万円を上限。

12時 http://www.minto.or.jp
/products/assist2.ht
ml

86 2019/9/6 住友生命保険相互
会社

第13回未来を強くす
る子育てプロジェクト
スミセイ女性研究者
奨励賞

現在、育児のため研究の継続が困難な女性研究者および、子育てを
しながら研究を続けている女性研究者による、人文・社会科学分野領
域の研究テーマ

①人文・社会科学分野の領域で、有意義な研究テー
マを持っている
②原則として、応募時点で未就学児の育児を行ってい
る 
③原則として、修士課程資格取得者又は、博士課程
在籍・資格取得者
④2名以上の推薦者がいる（うち1名は、従事した、ま
たは従事する大学・研究所等の指導教官または所属
長であること）
⑤現在、大学・研究所等に在籍しているか、その意向
がある
⑥支援を受ける年度に、他の顕彰制度、助成制度で
個人を対象とした研究助成を受けていないこと（※）
⑦家族を含むマスコミ取材など可能である

1年間に100万円（上限）を2年間まで支
給
（10名程度）

必着
※科研費・育児休業
給付などを受給して
いても応募可

http://www.sumitomol
ife.co.jp/about/csr/co
mmunity/mirai_child/w
omen/

87 2019/9/13 （公財）旭硝子財団 2020年度サステイナ
ブルな未来への研究
助成

持続可能な社会の実現や地球環境問題の解決を目指した研究提案
を支援
①建築・都市分野
②人文・社会科学分野
③環境フィールド研究分野

国内の大学とその附置研究所、大学共同利用機関、
高等専門学校に勤務し、主体的に研究を進めている
原則常勤の研究者。任期付研究者の場合、当財団の
定めたガイドラインがある。
【提案研究】基礎的・萌芽的研究を中心として広く研究
者のアイデア提案を支援するコース。1974年以降生ま
れ。
【発展研究】基礎的な研究の成果をもとに、さらに発展
させる支援を研究するコース。提案研究コースの採択
実績不問。

【提案研究】
①助成額：50～150万円/件　研究期
間：1～2年間
②助成額：50～100万/件　研究期間：
1～2年間
③助成額：50～100万円/件　研究期
間：1～2年間
【発展研究】
①助成額：200～400万円/件　研究期
間：2～4年間
②助成額：200～300万円/件　研究期
間：2～4年間
③助成額：200～400万円/件　研究期
間：2～4年間

http://www.af-
info.or.jp/subsidy/abo
ut.html

88 2019/9/16 （公財）高橋産業経
済研究財団

助成金
（１）一般公募
（２）推薦応募

下記の分野・活動を対象（ただし産学共同研究テーマは対象外）
① 災害対策分野② 環境問題分野③ 資源分野④ 医学・医療分野⑤ 
地域社会対策分野⑥ 国際交流・人材育成分野⑦ 科学技術・産業開
発分野

大学・高専の研究者又、民間の研究機関・団体が推進
しているプロジェクト活動の代表者

応募テーマに対して単年度あたり100
～200万円。

(1)7月21日より9月16
日
(2)10月11日より11月
30日

http://takahashi-
f.or.jp/entry/index.sht
ml



No 法人締切 団体名 事業名 対象分野 募集対象 助成内容 備考 ＨＰ

89 2019/9/20 （公財）全国銀行学
術研究振興財団

2019年度学術研究助
成事業

①研究活動に対する助成
②研究成果の刊行に対する助成
※①②とも、経済・金融およびこれらに関する法制に係る研究（経済
分野では経済理論、経済統計学、経済政策、経済史、財政学、金融
論およびこれらに準ずるもの、法律分野では民法、商法、経済法、そ
の他の金融・経済に関する法律）

①②共通：
60歳未満（2019年12月末現在）の日本の大学の教授、
准教授、専任講師、助教の研究、またはこれらの研究
者による共同研究（共同研究者には大学院生、外国
の大学に在籍している外国人研究者を含む）。
①のみ：
なお、若手研究者が行う研究で、わが国の金融・経済
に関する現下の重要課題に係る研究を優先的に助
成。

①1件100万円以内。共同研究は１件
150万円以内。助成総額2,500万円程
度
②原則として1件150万円以内、かつ刊
行費用の半額以下。総額400万円程
度

必着 http://www.jade.dti.ne
.jp/bankfund/

90 2019/9/24 三井物産株式会社 三井物産環境基金 
(1)2019年度活動助
成
(2)2019年度研究助
成

(1)地球環境問題の解決と持続可能な社会構築に貢献する様々な「実
践的な活動」
(2)地球環境問題の解決と持続可能な社会構築に貢献し、具体的な提
言を含む、学際的な問題解決型研究。
（※詳細はＨＰを参照）

日本国内に拠点を持ち、3年以上の活動・研究実績を
持つ、下記①～③のいずれかに該当する団体。
①特定非営利活動法人（NPO法人）
②公益法人
③大学 、高等専門学校
※活動地域は日本国内、海外いずれも可。
(2)は公的研究機関も可

上限なし。
但し、案件の効率的な実施に必要と認
められる金額の範囲内。

24時（電子メールで
の申請のみ受付）

https://www.mitsui.co
m/jp/ja/sustainability
/contribution/environ
ment/fund/application
/index.html

91 2019/9/28 AGC（株） 2019年度公募型産学
共同研究募集（AGC
リサーチコラボレー
ション制度）

AGC社の技術ニーズまたはシーズに関連し、学術的インパクトが大き
く、将来の市場開拓の可能性のある共同研究テーマ。
原則2020年4月から1年間、「エントリーコラボ」（EC）として共同研究を
実施し、ECを進める中で、AGC社の技術ニーズまたはシーズと強く
マッチングした場合には、新たな契約の元で「ステップアップコラボ」
（SC）として、更に2～3年間の大型共同研究を行う場合有。
（※詳細はＨＰを参照）

国内の国公立私立大学、公的研究機関等に所属する
研究者。複数の研究者の参加によるチームの可。

「エントリーコラボ」（EC）
年間200万円以内、
「ステップアップコラボ」（SC）
年間2千万円以内、最長3年間で総額6
千万円以内を目安

Web申請 http://www.agc.com/i
nnovation/collaboratio
n/

92 2019/9/30 （公財）三島海雲記
念財団

第9回三島海雲学術
賞

(1)自然科学部門
食の科学に関する研究
（食品素材、製造・加工・調理、発酵・微生物利用、栄養･嗜好･生理機
能、食の安全、疾病予防等に係る研究を対象。）
(2)人文科学部門
アジア地域の歴史を中心とする人文科学に関する研究（但し、日本を
中心とする研究は除く）

①45歳未満の者（2020年4月1日現在）
②日本在住の研究者及び海外在住の日本人研究者
③人文科学部門は2017/8～2019/9に刊行された学術
書（単著）があること

賞状並びに副賞200万円 学内申込〆切：
2018/9/13（金）迄※
希望者は9/13までに
申し出てください。書
類提出9/20迄

https://www.mishima-
kaiun.or.jp/virtue/

93 2019/9/30 （公財）人工知能研
究振興財団

第30回令和元年度　
人工知能研究助成

人工知能及び関連技術分野（人口知能を活用した情報処理技術、情
報通信技術等）の高度化に関する調査、研究及び開発
（※詳細はＨＰを参照）

人工知能に関する調査、研究及び開発並びに人工知
能関連技術の高度化に関する研究を行う企業、 及び
教育・研究機関・その他団体の研究グループ・個人

1テーマにつき100万円まで 必着 http://www.airpf.or.jp/
josei.html

94 2019/9/30 （公財）日本ビフィズ
ス菌センター

日本ビフィズス菌セン
ター研究奨励賞

腸内細菌に関する広い分野（腸内細菌学・腸管免疫学・感染防御学・
プロバイオティクス・プレバイオティクス等）において、学術上または産
業上将来の発展を期待し得る優秀な研究業績をあげた個人に対し授
与

1.2019年4月1日時点で原則として満40歳以下。
2.奨励賞の授賞対象業績は、学術誌等に発表された
ものとする。なお、過去に当研究奨励賞の授賞対象と
なった学術論文および特許公報は対象外。

賞状と副賞（10万円） https://bifidus-
fund.jp/shourei/index.
shtml

95 2019/9/30 （公財）NEC　C&C財
団

2020年度外国人研究
員助成

Ｃ＆Ｃ分野及びその関連技術
※Ｃ＆Ｃ分野とは、情報処理技術、通信技術、電子デバイス技術およ
びこれらの技術の融合した技術分野をいう。
※関連技術とは、Ｃ＆Ｃ分野の応用技術全般を含む。
※推薦書内に、助成候補者の研究がどのようにC&Cの発展に貢献す
るかを記載する。

①助成開始時（2020年4月または2020年10月）に日本
国内の大学院または同等の機関の博士後期課程に
在学中のこと。
②外国人で、上記Ｃ＆Ｃ分野及びその関連技術の研
究に携わっている研究者であること（原則として４０才
以下）。
③研究内容が優れていること
④経済的に必要性が高いこと。

1件あたり月額12万5千円 メールのみ受付（郵
送不可）

http://www.candc.or.j
p/jyosei/jyosei_gaikok
u.html

96 2019/9/30 （公財）加藤記念バ
イオサイエンス振興
財団

第31回（2019年度）研
究助成

バイオサイエンスの基礎分野
(1)メディカルサイエンス分野
(2)バイオテクノロジー分野
(3)環境バイオ分野

国内の大学又は公的研究機関に所属している研究者
で、(1)(2)は40歳以下、(3)は35歳以下。
ただし、以下の例外を認める。
・応募時までに妊娠・出産・育児休業を取得した者につ
いては一律2年間、介護休業を取得した者については
その期間、性別不問年齢制限を延長。
・博士号所得後10年以内であれば41歳以上の応募も
可。
その他詳細はHP参照

(1)(2)1件あたり200万円を23件程度
(3)1件あたり100万円を4件程度

学内締切あり。
2019/9/17（火）まで
に所属キャンパスの
研究開発センターに
申請書類一式を提出
のこと。
（所属機関の推薦が
必要かつ推薦枠が
限定的なため）

https://www.katokine
n.or.jp/applications/3_
1ken_zyo.html

97 2019/9/30 （公財）江野科学振
興財団

第31回（2019年度）研
究助成

ゴムを主体とする高分子化学及びこれと関連する分野の基礎研究、
応用研究及び開発研究並びに化学、物理、機械、電気などの学術的
研究
(1)「一般研究助成」
上記に該当する優れた研究
(2)「田中康之ゴム科学賞」
ゴムの科学技術（化学、生化学、物理学、工学）における若手研究者
の特に優れた研究

大学又は研究機関に所属する研究グループ及び個人
研究者を対象。助成事業ごとの年齢制限あり。
(1)「一般研究助成」：研究者の年齢制限はなし
(2)「田中康之ゴム科学賞」：36歳未満の方（2019年4月
1日現在）

助成金総額900万円以内
(1)「一般研究助成」
200万円を1件、100万円を5件以内
(2)「田中康之ゴム科学賞」
200万円を1件

消印有効
(2)院生（博士後期課
程）応募可
要機関推薦。

https://www.kokoku-
intech.com/social/fou
ndation/bosyu.html

98 2019/9/30 （公財）沖縄協会 第41回沖縄研究奨励
費

沖縄を対象とした将来性豊かな優れた研究（自然科学、人文科学、社
会科学）

学協会・研究機関若しくは実績のある研究者から推薦
を受けた50歳以下（2019年7月15日現在）の方で、出
身地及び国籍は不問

奨励賞として本賞並びに副賞として研
究助成金50万円

当日消印まで有効 http://www.okinawaky
oukai.jp/publics/index
/49/

99 2019/9/30 （公財）日本教育公
務員弘済会

令和2年度日教弘本
部奨励金

令和2年度に行う、初等中等教育及び幼児教育の向上発展に寄与す
る全国規模の有益な研究・活動等

国公私立大学院、大学、短期大学、高等専門学校名
等の教育機関に所属している教職員、大学院生

１件あたり100万円以内 ※大学院生可 http://www.nikkyoko.o
r.jp/business/educati
on.html

100 2019/9/30 （一財）向科学技術
振興財団

令和元年度研究助成 物質の分離技術の分野における素材、技法の基礎研究に対する助
成

研究者であれば、個人またはグループを問わず。原則
として50歳まで。（※研究者には学生及び大学院生は
含まれない。）

１件150万円以下、8件程度。 消印有効 http://www.mukai-
zaidan.or.jp/annai.html

101 2019/9/30 （一財）高久国際奨
学財団

令和2年度研究助成 （1）国内外における日本の文化・芸術及び教育に関する調査・研究お
よび出版物を対象。
（2）調査・研究に直接要する費用を助成。（カメラ、パソコン、書籍購入
費用は除く。）

(1)大学、研究機関等。
(2)大学、研究機関等に所属する研究者。（但し学生は
除く。）
(3)異なる大学、研究機関等に所属する研究者による
共同研究も可とします。
(4)営利法人に所属する研究者等は対象になりませ
ん。

調査・研究および出版の内容・規模に
よって異なる。（2018年度は3件、30～
440万円）

当日消印有効
要推薦書。

http://www.takaku-
foundation.com/

102 2019/9/30 福岡アジア文化賞委
員会

第31回及び第32回福
岡アジア文化賞（対
象地域：東南アジア・
南アジア）

【大賞】
アジアの固有かつ多様な文化の保存と創造に貢献し、その国際性、
普遍性、大衆性、独創性などにより、世界に対してアジアの文化の意
義を示した個人または団体
【学術研究賞】
アジアを対象とした人文科学、社会科学等の領域における優れた研
究成果により、アジアの理解に貢献するとともに、今後さらに活躍が
期待される個人または団体
【芸術・文化賞】
アジアの固有かつ多様な芸術・文化の育成又は発展に貢献するとと
もに、今後さらに活躍が期待される個人または団体
（※詳細はＨＰを参照）

国内外の個人または団体
候補者は生存者に限る
国籍不問
自薦は不可
「大賞」以外の２部門についての推薦を受け付け

【大賞】
賞金/500万円
【学術研究賞】
賞金/300万円
【芸術・文化賞】
賞金/300万円

必着
自薦不可

http://fukuoka-
prize.org/nomination/

103 2019/9/30 （公財）前川報恩会 2019年度学術研究助
成

「環境・エネルギー・食料」に関する研究に於いて、下記の分野を対象
とする。
(1)食料・食品の生産・加工・流通・保存・備蓄に関わる研究
(2)再生可能エネルギーに関わる研究
(3)環境保全・地球温暖化防止・エネルギーの変換/貯蔵/輸送に関わ
る研究

(1)日本国内の大学法人、高等専門学校に所属する常
勤の研究者（学生・研究生は不可）
(2)応募締切時において45歳以下
(3)博士号取得者。且つ、研究の場を確保し、独自の
テーマで主体性を持ちつつ研究を遂行できる方。
(4)研究者代表として、申請内容に関する学会発表ま
たは論文投稿を行う予定がある方。
(5)企業との共同研究を予定されている研究課題に対
しては助成不可。

助成総額2,300万円（1件あたり最大
300万円）

17時まで
※Web申請のみ

https://www.mayekaw
a.org/category/grant/
scientific_research

104 2019/10/4 （公財）ダイオーズ記
念財団

2019年度調査研究等
助成金

内外に対して全ての人が安全に活き活きと働くことのできる社会環境
に関する調査・研究を行う大学・研究所等における研究活動
（※財団の注力する主要な研究、活動分野の詳細はＨＰを参照）

・助成金の対象となる事業を完遂する見込みがあるこ
と
・事業の会計・経理が明確であること
・団体の場合：研究、活動の場が日本国内であること。
また、一定の規約を有し、活動歴が3年以上あること
・個人の場合：東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県に
居住し、今後も居住する見込みであること又は、研究・
活動の場が上記4都県であること

個人・団体1件100万円以内を1～3件
程度

消印有効 http://www.daiohs-
zaidan.or.jp/

105 2019/10/10 （公財）メルコ学術振
興財団

2019年度第二次研究
助成（出版助成）

管理会計学及び関連領域の研究成果の出版（翻訳書も含む）
原則として、採択された研究成果は、本財団の研究叢書として出版社
から公刊

2020年1月1日～6月末日の間に研究成果を本財団研
究叢書として財団指定の出版社から出版できるものに
限る。
出版物の仕上り上限はA5版横書き350ページ以内。

1件150万円を限度とし、総額150万円
以内。

必着
※要所属機関長の
推薦

http://melco-
foundation.jp/apply/pu
blication/5206/

106 2019/10/10 （公財）メルコ学術振
興財団

2019年度第二次研究
助成（国際研究交流
助成）

会計管理学の研究を促進するための次に該当する国際研究交流。
(ｱ）大学院生学会派遣（1週間以内）
(ｲ）学会報告派遣（1週間以内）
(ｳ）短期派遣 （3か月以内）
(ｴ）中期派遣（4～24か月以内）
(ｵ）招聘

次に該当し，2019年12月1日～翌年11月末日の間に
出発，又は招聘を予定している者。
（ｱ）日本の大学・研究機関に所属する研究者及び大
学院生。（ただし，大学院生は招聘への応募不可）
（ｲ）国際研究交流を行うのに充分な語学力を有する
者。
※その他の条件は、HPを参照。

（ｱ）大学院生学会派遣：1件20万円程
度、助成件数5 件程度。
（ｲ）学会報告派遣：1件30万円程度、
助成件数4件程度。
（ｳ）短期派遣：1件50万円以下、助成
件数1件程度。
（ｴ）中期派遣：1件10万円/月、助成件
数1件程度。
（ｵ）招聘は、1件50万円以下、助成件
数1件程度。
（ｶ）助成金額は総額400万円程度で、
渡航費（往復）及び滞在費の一部を援
助。

必着
院生可
※要所属機関長の
推薦（大学院生は上
記に加え指導教員の
推薦も必須）

http://melco-
foundation.jp/apply/in
ternational/5205/

107 2019/10/10 （公財）メルコ学術振
興財団

2019年度第二次研究
助成（研究助成）

日本企業で実践されている、優れた管理会計実務の定式化又は理論
化に関する研究並びにそれらを含む周辺領域に関する研究。特に管
理会計技法、管理会計システム、事業継承システム、およびそれに関
する管理システムを対象とする研究。

(1)研究助成A（研究者・博士後期課程大学院生）
(2)研究助成Ｂ（博士後期課程大学院生）
※個人の申請の場合
日本の大学・研究機関に所属する研究者及び大学院
生。
※研究グループ（共同研究）の場合
代表者については、日本の大学・研究機関に所属のこ
と（大学院生は不可）。

①研究助成
(1)研究助成Ａ：１件30万円～200万円
程度、助成件数10件程度
(2)研究助成Ｂ：一人毎年60万円程度
×3年間、助成件数１件程度
助成総額650万円程度

必着
院生可
※要所属機関長の
推薦（大学院生は上
記に加え指導教員の
推薦も必須）

http://melco-
foundation.jp/apply/re
search/5204/

108 2019/10/14 （公財）都市緑化機
構

2019年度花王・みん
なの森づくり活動助
成プログラム

以下のような、身近な緑を守り育てる活動、身近な緑の大切さを次世
代に伝える活動。
A.持続可能な森づくり活動
B.人づくり活動（環境教育活動）
C.花と緑のコミュニティづくり活動
D.地域の生物多様性を守る活動
（※詳細はＨＰを参照）

・任意の市民団体、NPO、町内会・自治会、学校など
（公共団体や営利を目的とした団体は不可）。
・指定管理業務を担っているNPOの場合、指定管理業
務の内容は助成申請不可。

2年間、各年50万円を上限で15～20団
体程度。
継続団体分と合わせ総額2,000万円。

消印有効 https://urbangreen.or.
jp/grant/kao_minnano
mori

109 2019/10/15 （公財）中山隼雄科
学技術文化財団

2019年度調査研究 【調査研究】
ゲームの面白さや手法を使って、様々な社会的課題をみんなでゲー
ムを楽しみながら協力して解決していけるような、新しいゲームの創
生に関する次の２件の研究課題より１件を選択して研究企画書を作
成のこと
①プログラミング的思考力育成ゲーム
②生活のゲームデザイン

国内の大学院・大学・短大・高専・専門学校及び非営
利の研究機関に所属する研究者又はこれらの機関に
所属する研究者を代表とする共同研究グループ

700万円以内 院生（博士課程（後
期））可。ただし、指
導教員の推薦要。
※財団HPより応募

http://www.nakayama
-zaidan.or.jp/activity-
sp_research01.html



No 法人締切 団体名 事業名 対象分野 募集対象 助成内容 備考 ＨＰ

110 2019/10/15 （特非）高木仁三郎
市民科学基金

高木仁三郎市民科学
基金
助成選考委員選考

高木基金の助成選考委員1名
 （現在7名のところに、1名を公募で追加する）

高木基金の活動に共鳴する方であれば、学歴、年齢、
性別等不問。
（学識経験者や専門家といわれる方より、市民の立場
や視点から、様々な社会問題の現場で活動された経
験などをお持ちの方からの応募を期待。

一年間の選考委員の業務全体につい
て、謝礼50,000円をお支払いします。
また、選考委員会、公開プレゼンテー
ション、成果発表会への参加に要する
旅費・宿泊費などは実費を支給。

当日消印有効 http://www.takagifund
.org/activity/2019/20
190910sc.html

111 2019/10/15 （公財）中山隼雄科
学技術文化財団

2019年度助成研究 【研究助成】
(1)「助成研究A」：ゲームの分野の研究　
①重点研究　②基礎的・基盤的研究
(2)「助成研究B」：「人間と遊び」に関する各種研究
(3)「国際交流（参加）」：遊び・ゲームに関する国際会議等への参加　
※対象の開催期間はHP参照

国内の大学院・大学・短大・高専・専門学校及び非営
利の研究機関に所属する研究者又はこれらの機関に
所属する研究者を代表とする共同研究グループ

(1)「助成研究A」総額2，800万円（1件
あたり500万円）以内
(2)「助成研究B」総額840万円（1件あた
り100万円）以内
(3)「国際交流」総額112万円以内

但し「(3)国際交流」の
募集期間は以下の通
り
・第1回：2019/7/15～
10/15
・第2回：2020/1/15～
4/15
※院生（博士課程（後
期））可。ただし、指導
教員の推薦要。
※財団HPより応募

http://www.nakayama
-zaidan.or.jp/activity-
grant01.html

112 2019/10/16 （公財）日本科学協
会

2020年度笹川科学研
究助成

(1)学術研究
部門
人文・社会科学および自然科学（医学を除く）に関する研究。
(2)実践研究部門
Ａ.教員・NPO職員等が行う問題解決型研究
Ｂ.学芸員・司書等が行う調査・研究
※両部門とも「海に関係する研究」は重点テーマ。
※詳細はHP参照

(1)2020年4月1日現在、大学院生あるいは所属機関等
で非常勤または任期付き雇用研究者として研究活動
に従事し、日本に居住する35歳以下。但し、『海に関
係する研究』については雇用形態を問わず。
(2)教員、学芸員、司書、カウンセラー、指導員、市民
活動・地域活動等の専門的立場にある方など。年齢
不問。

(1)上限100万円/件
(2)上限50万円/件

申請期間：2019/9/17
～10/16（23：59まで）
※Web申請のみ（要事
前のユーザー登録）
(1)は、大学院生（修
士・博士課程）可。

https://www.jss.or.jp/i
kusei/sasakawa/

113 2019/10/18 （公財）セコム科学技
術振興財団

平成31年度挑戦的研
究助成

本年は、以下のテーマについて募集
・情報技術と社会（サイバーフィジカルシステム、セキュリティ、人工知
能）
・階層性を超えた生命基本原理：統合的アプローチ
・最先端科学のELSI（社会・倫理・法的側面）

現に活発な研究活動を行っており、助成期間中継続
的に研究を実施することのできる国内の大学等に所
属する39歳以下（令和2年4月1日時点）の研究者

1件につき1年あたり最大300万円（助
成期間は2年または3年間）

郵送のみ必着
※要所属機関長の
推薦

https://www.secomzai
dan.jp/challenge.html

114 2019/10/20 （公財）市村清新技
術財団

①第52回市村賞：市
村学術賞
②第52回市村賞：市
村地球環境学術賞
③第2回地球環境研
究助成

①【市村学術賞】
(1)産業上貢献している、あるいは実用化の可能性のある理工学研究
分野
(2)独創的・画期的で世界的に見て高い水準にあるもの
(3)学術分野の進展に先導的な役割を果たし、波及効果が大きく期待
できるもの。
②【市村地球環境学術賞】
地球温暖化防止に関する学術分野
以下①と同じ
③【地球環境研究助成】
地球温暖化防止に関わる研究開発テーマ
※詳細はHP参照

①【市村学術賞】②【市村地球環境学術賞】
・学術分野の進展に多大な貢献・功績のあった研究者
・連名の場合は3名以内
・筆頭者は日本の大学・研究機関のる研究者
③【地球環境研究助成】
大学・公的研究機関に所属する常勤の研究者

①本賞（原則1件）：賞金2,000万円、功
績賞（原則2件）：賞金500万円、貢献
賞（原則5件）：賞金300万円
②功績賞（原則1件）：賞金500万円、
貢献賞（原則2件）：賞金300万円、
特に顕著な研究業績があれば特別
賞：賞金2,000万円
③1件あたり500万円（3件程度予定）

郵送物は当日消印
有効
※①②は要所属機
関長の推薦

http://www.sgkz.or.jp
/download/

115 2019/10/31 （公財）喫煙科学研
究財団

2020年度喫煙科学研
究財団助成研究（特
定研究）

喫煙（加熱式たばこ等含む）に関する、独創性が高く学術上の意義が
大きい科学調査研究を対象。
以下の２テーマに基づく課題について、組織や専門の枠を超えたグ
ループによる協働研究を行うこと。
【2020年度 特定研究テーマ】
１．脳腸相関における腸内細菌叢の役割解明と喫煙の作用
２．喫煙の高齢者生活習慣病(サルコペニア肥満・フレイル)に及ぼす
影響
（※詳細はＨＰを参照）

大学、研究所および病院等に所属する専任の研究
者。
学生は、共同研究者として参加可。

助成期間は3年間を限度とし、1年当た
り200万円目安を各テーマ5～7件程度

※Web申請
※要所属組織の長
による承認

https://www.srf.or.jp/
category/project

116 2019/10/31 （株）リバネス 第46回リバネス研究
費 クボタイノベーショ
ンセンター賞

農業の改革に繋がる全ての研究
（農作業の省力化や精密化に限らず、農作物の加工、流通、販売も含
めたフードバリューチェーンの革新、持続性向上に繋がる幅広い研究
テーマを募集）

大学・研究機関に所属する40歳以下の研究者
•海外に留学中の方でも申請可
•研究室に所属して研究を始めていれば、学部生から
でも申請可

研究費上限50万円（若干名） 学部生、院生可 https://r.lne.st/2019/
09/01/46th-kubota-
innovationcenter/

117 2019/10/31 （公財）博報児童教
育振興会

第15回児童教育実践
についての研究助成

【「ことばの力」を育む研究】
①国語・日本語教育の諸分野における研究
②あらゆる学びの場におけることばの教育に関する研究
【児童教育実践の質を向上させる研究】
①多様な場における教育実践の質を向上させる研究
（上記いずれとも、対象は小・中学生。ただし児童教育への反映が明
確な場合に限り、幼児教育、高校生に関する研究も可）

•日本の大学・研究機関に所属する研究者 （ただし若
手支援のため、教授やそれに相当する職は除く。）
•日本の学校・教育委員会に所属する教育実践に携わ
る方

1ヵ年助成：1件につき200万円を限度
2ヵ年助成：1件につき300万円を限度

学生の場合は修士
号取得以上
※財団HPより応募

http://www.hakuhofou
ndation.or.jp/subsidy/
tabid/136/Default.asp
x

118 2019/10/31 （公財）八洲環境技
術振興財団

2019年度研究開発・
調査助成

環境技術分野における基礎的な技術に関する下記の研究課題
(1)再生可能エネルギー源等に関連する技術開発
(2)クリーン燃料
(3)エネルギーの転換、輸送、貯蔵、利用の高効率化、合理化および
それらのシステム
(4)エネルギー材料、デバイス
(5)環境保全、地球温暖化防止、エネルギー利用上の技術
(6)環境技術マネジメントの基礎研究

国・公・私立大学（大学附置または附属研究所を含
む。）、及び高等専門学校に在籍する個人、またはグ
ループの代表者

100万円/件 消印有効 https://www.yashimad
enki.co.jp/zaidan/ente
rprise_application.php

119 2019/10/31 （公財）平和中島財
団

2020年度国際学術研
究助成

①国際学術共同研究　　特に限定しないが、学術的な組織で行われ
る研究が望ましい。
②アジア地域重点学術研究助成　　アジア地域（中近東、シベリア等
を含む）に関するものであれば特に限定しない。

我が国の大学（含、大学院大学）・大学共同利用機関
の研究者及び海外の大学・研究機関等の研究者から
なる共同研究グループ。研究代表者は我が国の常勤
研究者。

①3件　1件につき500万円以内
②21件　1件につき150万円以内
※対象経費についてはHPを参照。

消印有効
※要所属組織の長
の承認。

http://www.hnf.jp/jos
ei/

120 2019/10/31 （公財）国際科学技
術財団

2020年日本国際賞平
成記念研究助成

「社会的課題の解決に資するための知識統合・連携型研究」（文理不
問）

(1)年齢制限ないが、45歳程度までの人材の発掘を考
えています。
 (2) 個人あるいは少人数のグループの提案を奨励。
 (3) 国内の大学、公的機関、企業、市民組織等に所属
し、助成期間を通じ当該研究を継続できること。

1件500万円～1,000万円程度×4～8
件程度

メールにて受付
(kenkyujosei@japanpr
ize.jp)
※要所属組織の長
の承認。（学科長、学
部長、研究所長等）

https://www.japanpriz
e.jp/subsidy_yoko.html

121 2019/10/31 （公財）ヤマハ発動
機スポーツ振興財団

2020年度（第14期生）
YMFSスポーツチャレ
ンジ研究助成

世界にはばたく逞しい人材育成を目的に、スポーツ医・科学、スポー
ツ文化など、スポーツに関連する幅広い学問分野から、我が国のス
ポーツの普及・振興や競技水準向上につながる、自然科学・人文社
会における学術的価値の高い学問・研究を目指す方を募集。

現在までの実績や今後の活動目標などを指標に２つ
のカテゴリーを設定
【基本区分】
助成期間中、大学や研究機関等で研究職として活動
に従事する、満40歳未満（応募時）の方。国籍不問。
※教授職または教授職相当の職位の方を除く。
【奨励区分】
助成期間中、大学院博士課程（博士後期課程）に在籍
中または修了者（学位未修得者を含む）のうち、満30
歳未満（応募時）の方。国籍不問。

【基本区分】
10件程度
、上限120万円
/件
【奨励区分】
5件程度、上限60万円/件

正午入力締切
※要指導責任者によ
る推薦
※博士後期課程学
生を対象に含む

https://www.ymfs.jp/
project/assist/14th/

122 2019/10/31 （公財）セコム科学技
術振興財団

平成31年度特定領域
研究助成

ELSI（Ethical, Legal and Social Issue）分野
※詳細はHP参照。

現に活発な研究活動を行っており、助成期間中継続
的に研究を実施することができる国内の大学・大学共
同利用機関法人・国立研究開発法人に所属する59歳
以下の研究者(令和2年1月1日時点）。
助成期間は2020年1月1日から3年を基本とし、2年間
も可能とする。

1年あたり300万円（3年間900万円）を
上限とし、数件程度

必着 https://www.secomzai
dan.jp/tokutei.html

123 2019/10/31 （株）リバネス 第46回リバネス研究
費 エネルギー・エコ
システム賞

低炭素社会を実現させるあらゆる研究 大学・研究機関に所属する40歳以下の研究者
•海外に留学中の方でも申請可
•研究室に所属して研究を始めていれば、学部生から
でも申請可

研究費50万円（1名） 学部生、院生可 https://r.lne.st/2019/
09/01/46th-
energy_ecosystem/

124 2019/10/31 （株）リバネス 第46回リバネス研究
費 日本ハム賞

人と環境の未来を創る、食に関するあらゆる研究
（革新的な食料生産・タンパク質生産次世代型の農業・畜産・水産/食
品加工・調理の新技術/食とスポーツによる健康増進/年代や体調に
合わせた栄養/持続可能な食料生産を支える環境技術など、生産か
ら消費の提案まで幅広い分野から募集）

大学・研究機関に所属する40歳以下の研究者
•海外に留学中の方でも申請可
•研究室に所属して研究を始めていれば、学部生から
でも申請可

研究費50万円（若干名） 学部生、院生可 https://r.lne.st/2019/
09/01/46th-
nipponham/

125 2019/11/8 （公財）石本記念デ
サントスポーツ科学
振興財団

第42回（2020年度）公
益財団法人石本記念
デサントスポーツ科
学振興財団学術研究
募集

体育学、健康科学、人間工学、被服科学、運動施設工学等健康の増
進と体力の向上に関わる学術、およびその他スポーツ振興に寄与す
る学術研究
■課題学術研究
本年度テーマ
①暑熱環境下における快適性を実現する手法に関する研究
②衣服内環境を快適にする湿度をコントロールする手法に関する研
究
③運動後のリカバリーに有効なクールダウンを実現する手法に関す
る研究
④運動時におけるウェアに関するシミュレーションシステムの構築
■自由課題学術研究
財団の主旨に沿ったもの

体育学、健康科学、人間工学、被服科学、運動施設工
学等健康の増進と体力の向上に関わる学術、および
その他スポーツ振興に寄与する学術研究に関する講
座を持った大学、およびこれに準ずる研究機関に所属
する個人またはグループ

■課題学術研究
100万～300万円/件、2～3件　研究期
間2～3年
■自由課題学術研究
最優秀入選100万円、
優秀入選50万円　30件を予定

当日消印有効 http://www.descente.
co.jp/ishimoto/

126 2019/11/11 （公財）サントリー文
化財団

若手研究者のための
チャレンジ研究助成

人文学、社会科学分野での若手研究者の支援を目的。
・学術的的・社会的に広がりのある研究
・新しい学問的地平を切り拓こうとする意欲の高い研究
・斬新な発想で取り組む、大きな展望を持った研究

①原則、2020年4月1日時点で博士前期（修士）課程修
了以上の者で、35歳以下の若手研究者による個人研
究。
②国籍・所属不問だが、書類作成、学際的な議論への
参加が可能な日本語能力を持つこと。

1件あたり100万円を上限とし、15件程
度

消印有効
※要しかるべき第三
者からの推薦

https://www.suntory.c
o.jp/sfnd/research/

127 2019/11/15 （一財）第一生命財
団

2019年度研究助成 わが国の住宅、都市、土地に関し、経済、社会、法律、歴史、制度、計
画およびこれらの複合的視点から、住生活の改善向上をはかるため
の研究

【一般研究】
大学、その他研究機関に専任または有期専任の身分
で常勤にて在籍し、研究活動に従事している研究者。
（院生・専攻科生は不可）
【奨励研究】一般研究に同じ。だたし申請時に40歳未
満の若手研究者対象。

1件当りの助成額 
【一般研究】150万円以内
【奨励研究】80万円以内
総額 1,000万円以内

消印有効 http://group.dai-ichi-
life.co.jp/d-
housing/boshu.html

128 2019/11/15 （公）河川財団 2020年度河川基金助
成
研究者・研究機関部
門

防災・減災や河川・流域の視点から、治水・利水・環境に関する新たな
科学的知見を得る取り組みや新技術の開発に向けた調査・研究を行
う、研究機関等に助成。
①【研究機関に対する助成】4区分
・一般的助成
・緊急災害調査
・学術図書出版
・アウトリーチ活動助成 A
②【一般研究者に対する助成】4区分
・一般的助成
・学術図書出版助成
・アウトリーチ活動助成B、C
③【若手研究者に対する助成】1区分
・一般的助成
※詳細はＨＰ参照

①【研究機関に対する助成】
大学・高等専門学校等の研究機関ほか
②【一般研究者に対する助成】
・大学・高等専門学校等に所属する研究者ほか
・2020年3月31日時点で満60歳未満（共同研究者含
む）
③【若手研究者に対する助成】
・大学・高等専門学校等に所属する研究者ほか
・2020年3月31日時点で満35歳以下（共同研究者含
む）
※詳細はＨＰ参照

助成金額は対象テーマによって異なり
ます。
URLをご確認ください。

18時
WEB申請のみ
※②③は院生可（博
士後期課程）。指導
教官の了承証明書
が必要。

https://www.kasen.or.
jp/kikin/info/itemid79
3-001288.html

129 2019/11/15 日本公認会計士協
会

第48回協会学術賞募
集

①学術賞
会計・監査・税務・経営及び公会計等の学術の発展に寄与し、公認会
計士の業務の向上に資する優秀な著書・論文。
②ＭＣＳ賞
ＭＣＳ（ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ・ｻｰﾋﾞｽ）業務の充実並びに発展に寄与
する優秀な著書・論文（ＭＣＳ技法の開発、調査を含む）。
③会員特別賞
本会の会員及び準会員の作品で、公認会計士の業務の向上に資す
る優秀な著書・論文（未発表論文を含む）。

・2018年10月から2019年9月までに発刊（初版本に限
る）または発表された作品。
・③会員特別賞においては、本会の会員及び準会員
であること

著書1点につき50万円（30万円）
論文1点につき20万円（10万円）
※（　）内は会員特別賞

必着 https://jicpa.or.jp/new
s/information/2018/2
0181002ieh.html



No 法人締切 団体名 事業名 対象分野 募集対象 助成内容 備考 ＨＰ

130 2019/11/19 （公財）JKA A.2020年度機械振興
補助事業内「研究補
助」
B.2020年度公益事業
振興補助事業内「研
究補助」

A.機械振興補助事業「研究補助」
機械振興に資する「独創的な研究の促進を通じた成果の社会還元」、 
「若手研究者のキャリアアップによる人材育成」、 「新技術又は新製品
の実用化を目指す研究」、 「複数年に渡る継続した研究」
B.公益事業振興補助事業「研究補助」
公益及び社会福祉の増進に寄与し、若手研究者のキャリアアップとな
る次の研究。「地域社会の共生に資する研究」、「ギャンブル等依存症
に係る研究」、「女性のスポーツの機会の向上に係る研究」、「女性ア
スリートの競技力や社会的評価の向上に資する研究」

A.機械振興補助事業
大学等研究機関に所属し、当該組織の研究活動に実
際に従事している者
B.公益事業振興補助事業
上記Aの条件に加え、若手研究者（研究に従事してか
ら概ね１５年以内にある者）

事業および研究の種類により異なる
（～1,500万円）
※詳細はHP参照

15時までにインター
ネット申請完了

https://hojo.keirin-
autorace.or.jp/shinsei
/index.html

131 2019/11/29 （公益）サントリー文
化財団

2019年度海外出版助
成

海外における日本理解を促進するために、以下の通り外国語への翻
訳、編集、出版費を助成の対象とする。
A. 日本語で書かれた優れた研究業績を国際的に発信するもの。
B. 日本について書かれた書籍で、海外における日本理解に資するも
の。
※対象外となる図書あり。詳細はHP参照。

・2020年4月から2022年3月末日までの間に出版予定
の図書。
・原則として人文学、社会科学の分野において日本語
で書かれた優れた研究業績、あるいは日本について
書かれ、助成を受けることにより翻訳・出版の道がひ
らかれる作品。
・日本語以外であれば、何語でも可。
※詳細はHP参照

申請図書の翻訳費および出版費。
図書制作にかかる総費用の1/2かつ
100万円。
ただし英語への翻訳出版は総費用の
2/3かつ200万円を上限。

消印有効 https://www.suntory.c
o.jp/sfnd/publication/

132 2019/11/29 （一財）田中貴金属
記念財団

2019年度貴金属に関
わる研究助成金

•貴金属に関わる新しい技術であること。
•製品に革新的な進化をもたらす貴金属に関わる研究・開発であるこ
と。
•貴金属を利用した新しい製品の研究・開発であること。
（貴金属とは、白金、金、銀、パラジウム、ロジウム、イリジウム、ルテ
ニウム、オスミウムの8元素をさします）

•日本国内の教育機関に所属する研究者（ポスドク含
む）。
※萌芽賞は2019年4月1日現在において37歳以下の
方を対象。

プラチナ賞：500万円（1件）
ゴールド賞：200万円（1件）
シルバー賞：100万円（4件）
萌芽賞：100万円（2件）※
奨励賞：30万円（複数件）

17時まで https://tanaka-
foundation.or.jp/grant
/index.html

133 2019/11/29 （公財）医療機器セン
ター

2019年度調査研究助
成【公募型リサーチ
ペーパー】募集

医療機器産業界の振興・発展に寄与する経済学、経営学、法学、レ
ギュラトリーサイエンス、歴史学、政治学等の幅広い社会科学系研究
テーマ
※詳細はHPに掲載

大学・国立研究開発法人等の研究機関に所属する研
究者、大学院生、学部学生の方が対象
主たる研究者を中心とする少人数のグループでの申
請も可能
※詳細はHPに掲載

50万円を基準 ※学生対象
第7期　2019/03/29
第8期　2019/07/31
第9期　2019/11/29

http://www.jaame.or.j
p/mdsi/rp-grant.html

134 2019/11/29 （公財）医療機器セン
ター

2019年度調査研究助
成【公募型リサーチ
ペーパー】（第９期募
集）

医療機器産業界の振興・発展に寄与する経済学、経営学、法学、レ
ギュラトリーサイエンス、歴史学、政治学等の幅広い社会科学系研究
テーマ※詳細はHPに掲載

大学・国立研究開発法人等の研究機関に所属する研
究者、大学院生、学部学生の方が対象（国籍不問・日
本居住者のみ）。
主たる研究者を中心とする少人数のグループでの申
請も可能
※詳細はHPに掲載

50万円（税込）を基準 大学院生、学部学生
可

http://www.jaame.or.j
p/mdsi/activity/resea
rchgrant.html

135 2019/11/30 （公財）小田急財団 2019年度研究助成 小田急線沿線をはじめとする地域社会が将来にわたって持続的に発
展していくことに寄与する、以下の3分野の研究。
①公共交通および交通ネットワークに関する研究
②持続可能な都市や地域の基盤整備およびコミュニティの活性化に
関する研究
③地域の個性や魅力を引き出す観光の活性化・推進に関する研究
※助成金に自己負担金等をあわせた研究費の範囲で、1年間で一定
の成果が得られる見込みのあるもの

日本国内の大学・研究機関等に在籍する大学院博士
課程在籍から准教授までの資格を有する研究者で、
2020年3月末日現在40歳以下

1件につき100万円、3件を予定 必着
※要所属機関の長
の承諾と、所属機関
の上席者・指導者か
らの推薦。

http://www.odakyu-
zaidan.or.jp/grant/gr_i
nvite.html

136 2019/11/30 （公財）池谷科学技
術振興財団

2020年度研究助成、
国際交流等助成

①研究助成
先端材料及びこれに関連する科学技術
②国際交流等助成（派遣）
過去に当財団の①の研究助成を受けた者のうち、海外でその研究成
果を発表するための旅費
③国際交流等助成（招聘）
先端材料及びこれに関連する科学技術分野において研究活動を行う
研究者の招聘

・応募する研究者が研究計画の推進に責任を持ち、助
成金の管理及び助成期間満了後の報告を確実に行え
ること。
・大学院後期課程在籍者及びポスドクは、研究助成の
み応募可。

①研究助成：最大150万円/件
②国際交流助成：最大50万円/件

24時
WEB登録後、メール
申請
※要　所属機関長
（大学の場合は学科
長・学部長以上）の
承諾。
院生、ポスドクは指
導教官の推薦状も必
要。

https://iketani-
zaidan.or.jp/system/?
page_id=05

137 2019/11/30 （公財）SBS鎌田財
団

2019年度研究助成 物流分野の振興・発展に資する①学術研究②研究集会、シンポジウ
ム、セミナー等の開催を対象
。
※学術研究のテーマの例：物流の効率化を進める取り組み・貨物輸
送の安全向上を図る取り組み・物流の仕組みの改善を通じて地球環
境負荷の低減（ＣＯ２排出の削減）を図る取り組み　等

大学・大学院・その他研究機関に在籍し、物流分野に
係る研究活動に従事する個人または団体を対象

総額300万円、一件当たり限度額を50
万円

消印有効 https://www.sbs-
kamatazaidan.or.jp/sk
zd/furtherance/

138 2019/12/2 （公財）電気通信普
及財団

①2019年度研究調査
助成
②財団設立35周年記
念・研究調査助成

情報通信の利用を促進し、情報社会の進展に寄与するために行われ
る、以下の(1)～(3)。
(1)情報通信に関する法律、経済、社会、文化等の人文･社会科学分
野における研究調査
(2)情報通信に関する技術分野における研究調査
(3)情報通信に関する人文･社会科学分野及び技術分野の両分野に
跨る研究調査
②は上記とは別に「情報セキュリティ」と「防災ＩＣＴ」の２テーマに関す
る研究調査を対象。

日本の大学等又は研究機関に所属する研究者、博士
課程（後期）在学者

①1件あたり年間22万～300万円
②1件あたり年間300万まで

※博士後期課程生
可
要所属機関長の推
薦

https://www.taf.or.jp/
grant-a/

139 2019/12/2 （公財）たばこ総合研
究センター

2020年度ＴＡＳＣ助成
研究

下記いずれかのテーマについての、人文科学、社会科学の研究
①嗜好品、あるいは嗜好品に関連する産業や企業に関する歴史・文
化等の研究 
②嗜好品の摂取・利用が、人間の心理・行動・価値観・欲求・健康観・
幸福感、あるいは社会に与える影響の研究 
③上記①、②以外の人文科学・社会科学の分野における嗜好品に関
する研究

日本国内の大学、研究機関、博物館等に所属する研
究者（非常勤での在職者、大学院生も可）

1件につき原則として50万円、75万円、
または100万円。
年間助成総額の上限は原則として500
万円。

消印有効
※大学院生も可

http://www.tasc.or.jp/
assist/index.html

140 2019/12/2 （公財）電気通信普
及財団

研究調査助成 ①情報通信に関する法律、経済、社会、文化等の人文社会学分野に
おける研究調査
②情報通信に関する技術分野の研究調査
③社会科学及び技術の両分野に跨る研究調査

日本の大学等又は研究機関に所属する研究者、博士
課程（後期）在学者

1件当たり300万まで https://www.taf.or.jp/
grant-a/

141 2019/12/2 （公財）電気通信普
及財団

2019年度11月期
①シンポジウム・セミ
ナー等開催援助（学
術分野）
②シンポジウム・セミ
ナー等開催援助（社
会貢献分野）
③国際交流人材育成
援助
④ネット社会課題対
応援助

①②シンポジウム・セミナー等開催援助（①学術分野）（②社会貢献分
野）：
情報通信の研究、普及・振興、利活用の振興に関して学術的（①）、
社会的（②）に寄与する会議・セミナー等
③国際交流人材育成援助：
情報通信分野において、1.我が国と開発途上国との国際交流、人材
育成を促進する活動　2.国際交流を通じて、我が国の情報通信分野
における人材育成を促進する活動
④ネット社会課題対応援助：
1.情報社会の進展に伴い生じている社会的な課題に取り組む非営利
団体の活動。
2.地域や社会の課題の解決に貢献するため、情報通信の利用を適切
に組み合わせつつ、課題に取り組む非営利団体の活動
※詳細はHPを参照

①②会議、シンポジウム・セミナー等の開催を行う団
体
③④非営利活動を実施する団体

①②それぞれ、1件当たり100万円以
下を5件程度
③1件年間当たり200万円程度
④1件年間当たり200万円程度を5件程
度

https://www.taf.or.jp/
news/2019/2019-10-
4.html

142 2019/12/4 （公財）パブリックヘ
ルスリサーチセン
ター

2020年度パブリック
へルス科学研究助成
金
①ストレス科学分野
②生命医科学分野

2020年度募集研究テーマ
①ストレス科学分野：「ストレスマネジメント」
（キーワード：ライフイベント、ワークライフバランス、身体活動、対処、
対人関係、コミュニケーション） 
②生命医科学分野 ：「成長・発達と老化」
（キーワード：エイジング、遺伝子調節、環境応答、先制医療、炎症）

・ストレス科学研究、または生命医科学分野の研究者 
・国内の非営利の研究機関に在籍している研究者、ま
たは博士後期課程(それに準ずる課程も含む)の学生 
・生年月日が1980年4月2日以降の者 
・所属する部署の長等の推薦を受けている者
・2019年度本助成金の助成対象者でない者

①1件あたり50万円を上限とし、最大
12件
②1件あたり100万円を上限とし、最大
3件

必着
※博士後期学生可

https://www.phrf.jp/jo
sei/oubo.html

143 2019/12/9 （公財）松井角平記
念財団

2019年度（第5回）助
成金

(1)日本国内にある寺院、神社等の建造物に関する学術研究
(2)日本国内にある歴史的文化財の建造物の保存、修復に関する学
術研究

日本の大学、その他研究機関に在職し、主たる仕事
が研究職として研究活動に従事している研究者
（大学院生、専攻科生等は対象外）共同研究者も同様

1件200万円を上限、15件以内 消印有効
※簡易書留または宅
配便

http://www.matsui-
ken.co.jp/zaidan/kaku
hei-kinen/grant/

144 2019/12/10 （公財）八洲環境技
術振興財団

2019年度国際会議・
研究発表会等の参加
及びシンポジウム等
の開催助成

環境負荷低減、環境保全等の環境に関する技術の普及・啓発を目的
とした、国際会議・研究発表会等の参加、およびシンポジウム等の開
催を支援

日本の国・公・私立大学（大学附置または附属研究所
を含む。）、及び高等専門学校に在籍する個人

20万円/件 第Ⅰ期2019/4/10～
2019/6/10（消印有
効）
第Ⅱ期2019/10/10
～2019/12/10（消印
有効）

https://www.yashimad
enki.co.jp/zaidan/ente
rprise_application.php

145 2019/12/12 （公財）喫煙科学研
究財団

2020年度喫煙科学研
究財団助成研究
①一般研究
②若手研究

喫煙（加熱式たばこ等含む）に関する、独創性が高く学術上の意義が
大きい科学調査研究を対象。

①一般研究
大学、研究所および病院等に所属する専任の研究
者。
学生は、共同研究者として参加可。
②若手研究
2020年4月1日現在、44歳以下の大学、研究所および
病院等に所属する研究者が１人で行うこと。
学生不可。

①一般研究
助成期間は3年間を限度とし、1年当た
り200万円目安
②若手研究
助成期間は3年間を限度とし、1年当た
り50万円目安

Web申請
要所属組織の長によ
る承認

https://www.srf.or.jp/
category/project

146 2019/12/13 （公財）藤原科学財
団

第61回藤原賞 自然科学分野に属する基礎科学及び応用化学
※選考は５つの分科（数学・物理、化学、工学、生物・農学、医学）に
分けて行う。

日本国籍を有し（且つ日本在住の方）、科学技術の発
展に卓越した貢献をされた方

2件以内（賞状、賞牌および副賞各
1,000万円）

必着
※要　所属組織・研究
機関の長又は相当す
る学識者の推薦

https://www.fujizai.or.j
p/download.htm

147 2019/12/15 （公財）国際文化交
流事業財団

令和2年度 人物交流
派遣・招聘事業

被派遣者・被招聘者が行う、学術、文化（文学、芸術、言語等）又は教
育に関する活動（研究、調査、研究集会、意見交換、講演、シンポジ
ウム、フォーラム、フェスティバル、演奏会、展覧会又は展示会等）

(1)派遣：学術、文化（文学、芸術、言語等）又は教育に
関する活動に携わっている日本の学者、研究者、教育
者又は芸術家等が海外に渡航して行う活動　　　

(2)招聘：学術、文化（文学、芸術、言語等）又は教育に
関する活動に携わっている外国の学者、研究者、教育
者又は芸術家等が日本国内で行う活動

●派遣・招聘の人数：合わせて10名程
度。

●助成する経費：派遣・招聘とも国・地
域により10～20万/人。

https://www.jicef.or.jp
/dispatch

148 2019/12/16 （公財）精密測定技
術振興財団

2020年度助成募集 (1)精密測定技術振興ための調査および研究
事業
(2)精密測定技術向上のための講演会および研究会の開催（シンポジ
ウム、国際会議を含む）
(3)精密測定技術向上のための国際交流等研究促進事業

　(A)海外渡航事業
　(B)外国人研究者招聘事業

東京都に本部のある大学・公的研究機関に所属する
研究者
※（3）（A）海外渡航事業は大学院生を含むが、指導教
員名で応募すること。

助成額：

（1）1件につき250万円以内
（2）1件につき50万円以内で5件前後

（3）1件につき30万円以内とし10件前
後

必着
※（3）の募集期間は
以下の通り
前期：2019/11/1～
2020/1/31
後期：2020/5/1～
7/31

http://www.pmtp-
f.or.jp/apprication.html

149 2019/12/16 （公財）エリザベス・
アーノルド富士財団

令和2年度学術研究
助成
A.学術研究助成
B.舟橋重明記念奨励
助成

A.Bともに、以下の研究分野で、主に食品科学の研究に関する研究者
及び研究機関を対象とする。
(1)米、麦等に関する研究 
(2)米、麦等を原料とする食品の生産・加工・流通・生理的機能性等に
関する研究 
(3)米、麦等を原料とする食品製造における技術の向上発展に関する
研究 
(4)米、麦等を原料とする食品製造における機械の向上進歩に関する
研究

A.学術研究助成
所属研究機関長の推薦が得られていること。
B.舟橋重明記念奨励助成
上記Aの採択者のうち、下記の要件を満たす１名に助
成。
①研究内容が優れ、かつ、斬新で左記(1)～(4)の研究
分野において将来性が見込まれること。
②42歳以下の研究者(令和2年4月1日現在)

A.学術研究助成 
50万円から100万円
※特に優れていると認めた者に、(1)に
加え最高100万円の特別助成。
B.舟橋重明記念奨励助成
対象者1名に対し100万円を助成

必着 http://www.fujizaidan.
or.jp/bosyuu.html

150 2019/12/17 （公財）日本生産性
本部

2019年度生産性研究
助成

経営、労働、生産性などに関するもの 若手研究者（2019年4月1日において40歳未満）で、広
く経営、労働、生産性などに関する領域を研究する個
人またはグループ（所属、国籍不問）。

50万円または100万/件
どちらか一つを選択し、応募のこと。
助成件数3件以内。

17時
メールにて受付

https://www.jpc-
net.jp/academy/josei.
html



No 法人締切 団体名 事業名 対象分野 募集対象 助成内容 備考 ＨＰ

151 2019/12/24 （公財）セコム科学技
術振興財団

学術集会および科学
技術振興事業助成

安全・安心に関する科学技術の振興を目的とする学会・シンポジウ
ム・研究会などの学術集会や、将来研究者や技術者を目指す若者・
子供たちの啓発・育成を目的とする集会の開催費用を支援。
また、集会のみならず、研究者の成果等発表のための海外渡航費を
支援する事業や、若者・子供たちの啓発・育成を支援する事業への支
援も行う。

◦国内法人及びそれに準ずる任意団体が主催し、安
全・安心に関する科学技術の振興を目的とする集会で
あり、国内で開催されるもの（学会、シンポジウム、研
究会等）。国際集会も対象
◦将来研究者や技術者を目指す児童や生徒の啓発・育
成を目的とする集会や事業も対象。
◦研究者の海外渡航費の支援など人材育成を目的とす
る事業も対象
※その他条件はリンク先を参照

1件あたり最大100万円。 必着2019/7/31
及び2019/12/22

https://www.secomzai
dan.jp/josei.html

152 2019/12/25 （一財）守谷育英会 2019年度（一財）守谷
育英会研究助成事業

(1)自然科学、特に動植物に関する基礎研究

(2)工学における基礎研究
(3)社会、環境、福祉等に関する基礎研究

(4)人文科学における基礎研究

※学部生、大学院生及び研究生は対象外

①東京都内の大学もしくは研究機関に在籍、または東
京都内に居住し大学もしくは研究機関に在籍して、基
礎的分野の学術研究に従事する個人であること
。
②申請者の助成金交付の開始時の年齢が原則として
満40歳未満であること

交付金額：年120万円/件を標準
。最大
4年程度
助成件数　5件～10件

総額　3,000万円

学内締切：2019/12/11
（公募締切は12/25で
すが、推薦枠が限られ
ているため、上記学内
締切までに研究開発セ
ンターまで提出してくだ
さい。メールアドレス：
suisin◎
adm.hosei.ac.jp(◎を＠
に変更してください。)
※交付申請書（紙）
は、研究開発センター
に請求のこと。

http://moritani-
scholarship.or.jp/

153 2019/12/25 粉体工学情報セン
ター

2020年度粉体工学情
報センター

基礎的な研究分野、特に単位操作に関わる萌芽的・独創的な研究を
奨励。研究主題は次の２つ。
（１）食品粉体に関わる研究
（２）粉体単位操作に関わる基礎研究

日本の大学・研究機関等に常勤で在籍し、粉体工学
関係の研究活動に従事する研究者

助成額 １件 100万円/年
成件数　10件以内

必着 http://www.icpt.jp/ke
nkyuu/index.html

154 2019/12/27 日本奥山学会 2020年度  日本奥山
学会 奥山研究助成
金

奥山の自然生態系の保全・再生の推進に関する研究分野の工場発
展に寄与する有益な研究・活動等
（奥山生態系、林業、水源、鳥獣対策、奥山利用の歴史、法整備、文
学、災害等）
＊奥山：人里を離れた奥深い山。深山

奥山に関する研究を実践している個人または団体（学
部生、院生、ポスドク等を含む）

1件あたり10万円 消印有効
※学生可

http://okuyama-
society.org/

155 2019/12/31 （公財）日本ゲーム
文化振興財団

ゲームクリエイター助
成制度

若手ゲームクリエイターの創作活動に対しての助成。
プラットフォーム、ゲームのジャンル不問。

(1) コンピュータゲームの創作活動を行う者であるこ
と。
(2) 申請する分野において2年以上の活動実績がある
こと。
(3) 募集年度4月1日時点で年齢35才以下であること。
(4) 国内における活動であること。
(5) 活動状況及び成果について適正に報告できるこ

1件あたり200万円まで 消印有効（郵送のみ
受付）
※学生及び院生可

https://japangame.org
/support/

156 2019/12/31 乳の学術連合 2020年度「乳の学術
連合」学術研究

①「牛乳乳製品健康科学」学術研究
牛乳乳製品の価値向上に繋がる医学・栄養学・食品科学・体育学等
の分野の課題」に係る学術研究

②「乳の社会文化」学術研究
牛乳乳製品の価値創造、日本・アジアにおける牛乳乳製品の食生活
毛の受容、次世代酪農の可能性等に関する「乳」に係る社会的・文化
的な学術研究
③「食と教育」学術研究
乳を活用した「食に係る教育の新たな知見」に関する学術研究
※指定研究テーマ等の詳細はHP参照。

国内の大学及び短期大学、専修学校、国・地方公共
団体の設置する研究所、独立行政法人の研究機関等
で学術研究を行っている研究者等。またはこれに付随
する研究を行っている個人の研究者等。

①年間150万円以内
を10件程度
②年間70万円以内を8件程度。
③年間70万円以内を7件程度。
※②③ともに、海外渡航調査など多額
な費用が含まれる場合、100万円以内
とする。

院生可 http://m-alliance.j-
milk.jp/koubo/2020/in
dex.html

157 2019/12/31 （公財）藤森科学技
術振興財団

2020年度研究助成 環境問題の解決に向けた機能を有する物質、材料、機構、設計、生
産、社会システムに関わる萌芽的な研究（自然科学・工学と社会科学
の両分野）

日本の大学・研究所等に勤務し、主体的に研究を進め
ている常勤の研究者、大学院後期課程在籍者および
ポスドク

1件につき100万円を計4件予定 消印有効
※要所属機関長の
推薦
博士後期課程学生
可

http://www.fujimori-
f.or.jp/subsidy/require
ments.html

158 2020/1/10 （公財）フジシール
パッケージング教育
振興財団

2020年度パッケージ
研究助成事業

パッケージに関わる研究
特に、パッケージ分野における環境対策の研究、パッケージに関する
認識や研究活動に新たな広がりや深みをもたらすことが期待される
研究を優先的に対象とする。

①主たる勤務先が国内の大学とその附置研究所、大
学共同利用機関、公的研究機関であること
②上記の機関に所属する原則常勤の研究者、職務専
念義務上、外部研究費の受給にかかわる制約がない
こと
③当財団からの研究助成を所属機関が研究費として
管理する前提のもとに、所属機関が応募を承諾してい
ること
等（詳細はHP参照）

助成金総額4,500万円
合計15件程度
※100～500万円/件の希望額を記載
する。

http://www.fujiseal.co.
jp/foundation/support
/index.html

159 2020/1/10 （公財）吉田秀雄記
念事業財団

2020年度（第54次）研
究助成

①自由課題：
”広告・広報・メディアを中心とするマーケティング及びコミュニケーショ
ン等”に関連する研究課題を自由に設定。
②指定課題：
※詳細はHP参照

【常勤研究者の部】
 大学に在職する助教以上の常勤研究者 （個人また
はグループ研究）
【大学院生の部】
 博士後期課程に在籍する大学院生
 （個人またはグループ研究）

【常勤研究者の部】
単年研究 300万円以内/件
継続研究 400万円以内/件 （10件程
度）
【大学院生の部】
単年研究 50万円以内/件

必着
※大学院生は指導
教官（教員）の推薦
書を添付すること

http://www.yhmf.jp/a
ctivity/aid/outline.htm
l

160 2020/1/15 （公財）三菱財団 三菱財団50周年記念
特別助成第2回（2020
年度）三菱財団文化
財修復事業助成

人文学分野 ①文化財保護法第二条第1項に規定される有形文化
財のうち、建造物を除く文化財（絵画、彫刻、工芸品、
書跡、典籍、古文書その他の有形の文化的所産で我
が国にとって歴史上または芸術上価値の高いもの並
びに考古資料及びその他の学術上価値の高い歴史
資料、以下「美術工芸品」という）の修復。
②日本国内に所在する、屋内展示可能なものに限り
ます。
③修復に伴う社会的意義の高いものを対象とする。
・国宝・重要文化財（国指定）の修復は対象外とします

総額約2000万円を予定。応募金額の
上限は1件当り原則500万円とし、採択
予定件数は10件程度を目途。

午後5時まで
間接経費・一般管理
費は助成の対象とし
ない。

https://www.mitsubis
hi-
zaidan.jp/support/cult
ural-property.html

161 2020/1/15 （公財）三菱財団 第49回（2020年度）三
菱財団人文科学研究
助成
①一般助成、
②大型連携研究助成

①②とも：人文学分野、及びそれに関連する分野からなる、人文社会
系研究全般を対象。　
②大型連携研究助成については、異なる専門領域の複数メンバーの
チームにより、同一の社会課題解決のため、より多角的に、連携して
ダイナミックに挑戦する提案型の応募に対する助成。
※詳細はHP参照。

原則として、特定のテーマの、個人ないし少人数のグ
ループまたは法人・団体による研究。国籍不問。
大型連携研究助成の場合は複数の領域の研究者の
チーム。

助成額：①②合わせて総額約8000万
円を予定、
②はそのうちの2000万円程度。
採択件数：①②計35件程度、
うち②は4件程度。
応募金額の上限：①500万円/件。
②は1000万円/件　まで可。

午後5時まで https://www.mitsubis
hi-
zaidan.jp/support/hu
manities.html

162 2020/1/17 （公財）髙梨学術奨
励基金

令和2年度
①若手研究助成
②特定研究助成

①②とも以下を助成対象とする。
(1)歴史学（考古学、文献史学＜絵巻等の視覚史料を含む＞、及び美
術史）とそれに関連する分野の調査研究研究。
文献史学は、日本を中心とした調査研究を主な対象とする。美術史
は、日本を含む東洋の陶磁工芸、絵画、彫刻、書跡などの調査研究
を主な対象とするが、日本の伝統工芸史分野の調査研究も対象とし
て考慮。
（2）文明興亡史の調査研究

世界諸文明につき、現代社会の将来展望を考察する文明興亡史の
調査研究を対象

①令和2年4月1日現在満39歳以下の日本の国籍を有
する者（詳細はHP参照）。
②日本の国籍を有する者

①単年度助成。1件あたり100万円を
上限。助成総額は、2,300万円程度を
予定
②単年度または複数年度助成。全件
数・全期間の総額500万円（令和2年度
は200万円）程度を予定。助成件数は
１、2件。件数により按分。

http://www.disclo-
koeki.org/06a/00848/

163 2020/1/23 （公財）三菱財団 第51回（2020年度）三
菱財団社会福祉事業
並びに研究助成

調査研究：開拓的ないし実験的な社会福祉に関する科学的調査研究
※事業支援については、学校法人は応募主体となりませんので詳細
は掲載しておりません。

①日本国内において事業ないし研究の継続的拠点を
有するもの（国籍等不問）。詳細はリンク先参照。

総額1億円（予定）。採択件数未定。 午後5時まで https://www.mitsubis
hi-
zaidan.jp/support/soci
al-welfare.html164 2020/1/30 （公財）メルコ学術振

興財団
2019年度第三次研究
助成（国際研究交流
助成）

会計管理学の研究を促進するための次に該当する国際研究交流。
(ｱ）大学院生学会派遣（1週間以内）
(ｲ）学会報告派遣（1週間以内）
(ｳ）短期派遣 （3か月以内）
(ｴ）中期派遣（4～24か月以内）
(ｵ）招聘

次に該当し、2020年3月6日～12月末日の間に出発、
又は招聘を予定している者。
（1）日本の大学・研究機関に所属する研究者及び大
学院生。（ただし、大学院生は招聘への応募不可）
※その他の条件は、HPを参照。

（ｱ）20万円程度×5件程度
（ｲ）30万円程度×4件程度
（ｳ）50万円以下×若干名
（ｴ）10万円/月×若干名
（ｵ）50万円以下×若干名
※助成金額は総額400万円程度で、渡
航費（往復）及び滞在費の一部を援
助。

必着
院生可

http://melco-
foundation.jp/apply/in
ternational/5277/

165 2020/1/30 （公財）メルコ学術振
興財団

2019年度第三次研究
助成（出版助成）

管理会計学及び関連領域の研究成果の出版（翻訳書も含む）。
原則として、採択された研究成果は、本財団の研究叢書として出版社
から公刊する。

2020年4月1日～9月末日の間に研究成果を本財団研
究叢書として財団指定の出版社から出版できるものに
限る。
出版物の仕上り上限はA5版横書き350ページ以内。

1件150万円を限度とし、総額150万円
以内。助成件数若干名。

必着
※要所属機関長の
推薦

http://melco-
foundation.jp/apply/pu
blication/5278/

166 2020/1/30 （公財）メルコ学術振
興財団

2019年度第三次研究
助成
①研究助成Ａ
②研究助成Ｂ
③挑戦的萌芽研究助
成

日本企業で実践されている優れた管理会計実務の定式化又は理論
化に関する研究ならびにそれらを含む周辺領域に関する研究。（特に
管理会計技法、管理会計システム、事業承継システム、およびそれに
関連する管理システムを対象）

①研究助成A
研究者・博士後期課程大学院生
②研究助成B
博士後期課程大学院生
③挑戦的萌芽研究助成
研究者・博士後期課程大学院生
・申請者（個人またはグループ代表者）は研究助成期
間中、日本の大学・研究機関に所属していること。そ
の他詳細はリンク先参照。

①研究助成Ａ
1件30万円～200万円程度、助成件数
10件程度
②研究助成Ｂ
一人毎年60万円程度×3年間、助成
件数若干名
③挑戦的萌芽研究助成
1件30～200万円程度、助成件数若干
名

必着
院生可

http://melco-
foundation.jp/apply/re
search/5276/

167 2020/1/31 （一財）Ｇ-7奨学財団 研究開発助成 バイオ分野（医療や農業領域を含む）やIT分野を中心に新事業又は
新用途の創出につながる研究開発を対象

国内の大学・研究機関等に所属し、バイオ分野（医療
や農業領域を含む）やIT分野を中心に新事業又は新
用途の創出につながる研究開発に取り組む個人又は
グループ。
主たる研究者は申請締切日時点で満50歳未満である
こと。国籍不問。

1件あたり上限300万円を10件程度 消印有効 https://g-
7foundation.or.jp/kenk
yu.html

168 2020/1/31 （株）リバネス 第47回リバネス研究
費 味の素ファインテ
クノ 機能性材料賞

機能性材料とその応用に関するあらゆる研究 大学・研究機関に所属する40歳以下の研究者 研究費50万円 24時締切
学部生・大学院生可

https://r.lne.st/2019/
12/01/grant-aft/

169 2020/1/31 （株）リバネス 第47回リバネス研究
費 超異分野学会賞

自然科学、工学、農学、医学、薬学のあらゆる研究かつ、設置する領
域に該当する研究。
アグリテック、バイオテック、ケアテック、ディープテック、エコテック、
フードテック、マリンテック、メドテックの8領域

大学・研究機関に所属する40歳以下の研究者 研究費50万円 24時締切
学部生・大学院生可

https://r.lne.st/2019/
12/01/grant-hic/

170 2020/1/31 （公財）永守財団 第6回永守賞 モータ、アクチュエータ、発電機及びそれらの制御方法、その応用技
術等に関連する技術分野

対象分野において、国内外の大学、公的機関、民間
企業等に所属し、優れた功績をあげた新進・中堅の研
究者、または開発者
学会推薦又は自己推薦が必要

永守賞の受賞者は6名程度。表彰式で
「永守賞大賞」を発表。
副賞は、永守賞大賞は500万円、永守
賞は200万円

消印有効 http://www.nagamori-
f.org/awards/applicati
oguidelines.html

171 2020/1/31 （株）リバネス 第47回リバネス研究
費 カイオム・バイオ
サイエンス賞

抗体医薬の可能性を拓くためのあらゆる研究 大学・研究機関に所属する40歳以下の研究者 研究費50万円
（マイルストーンにより最大300万円の
研究費を助成する場合もある）

24時締切
学部生・大学院生可

https://r.lne.st/2019/
12/01/grant-chiome/



No 法人締切 団体名 事業名 対象分野 募集対象 助成内容 備考 ＨＰ

172 2020/2/1 （財）電気通信普及
財団

海外渡航旅費援助
(2019年度)

情報通信の普及、振興発展に資するため、情報通信に関する研究
（人文・社会科学分野及び技術分野）を行う研究者が、海外で開催さ
れる国際会議などで研究発表を行うための渡航費用の一部を援助

・日本の大学等及び研究機関に所属する研究者の方
・大学院生でいわゆる博士課程（後期）に在学する方
・40 歳以下（2019 年4 月1 日時点）で、所属する機関
の長の推薦を受けた方
※大学院博士前期課程・修士課程の方は対象外とし
ます。

地域別援助金額（上限の目安）あり。
学会等の開催地までの往復航空運賃
と参加費・滞在費の経費の一部を援
助。
※詳細はＨＰに掲載

※院生（博士課程
（後期））可
・申込は通年で受け
付け、2ヶ月に1回審
査あり。
4月、6月、8月、10
月、12月、2月の各1
日までに、それぞれ
翌月1日から6ヶ月先
までに開催される学
会への参加について
申込み受付。

https://www.taf.or.jp/
grant-b/02/

173 2020/2/5 （公財）三菱財団 第51回（2020年度）三
菱財団自然科学研究
助成
①一般助成
②若手助成）

自然科学のすべての分野にかかわる独創的かつ先駆的な研究 ①一般助成：原則として、一つのテーマとして独立した
個人研究（少数グループ含む）を対象。国籍・年齢不
問。ただし日本子国内居住者。
②若手助成：①の応募資格に加え、2020年4月1日現
在40歳未満の方。博士学位取得者は40歳未満かつ学
位取得後10年未満の方に限る。
※詳細はHP参照。

①一般助成：総額2億8000万円程度を
目途。応募額は1件あたり2000万円以
内とし、採択件数は40件程度を目途。
②若手助成：総額最大8000万円程度
を目途。助成額は1件当り一律400万
円。採択件数は最大20件を目途。

午後5時まで https://www.mitsubis
hi-zaidan.jp/support/

174 2020/2/14 東芝デバイス＆スト
レージ（株）

学術奨励制度（ＨＰで
の掲載なし）

東芝デバイス＆ストレージ社の半導体事業に関連するもの 国内の大学・大学院で行われている研究テーマで、在
籍学生（学部、修士課程）が1名以上従事しているこ
と。

1件あたり50万円 15時必着
メールにて受付

https://toshiba.semic
on-
storage.com/jp/corpo
rate.html

175 2020/2/28 （公財）NEC　C&C財
団

2020年度前期　国際
会議論文発表者助成

海外で開催される国際会議においてC&C
（Computers&Communications)分野の研究発表者を対象に、その会
議に出席のための渡航費用等を補助する。

①国際会議参加時に日本の大学及びこれに準ずる教
育機関に在籍している大学院生（原則40歳以下）

②国際会議（査読或いはセクション付、海外開催）での
採用が原則として確定していること。採用未確定の段
階でも応募可だが、諸条件あり。
③投稿論文の場合は、筆頭筆者でかつ発表者である
こと

④参加する国際会議は原則学会等の学術団体が主
催、協賛、後援するもの

⑤経済的必要性が高いことを原則とする。

（1）応募件数は、1名につき1件。
（2）1件当たりの助成額は12～25万
円、開催地などによる。
（3）同一の推薦者（＝同じ研究室）から
同一の国際会議への応募は原則1
名。

メールのみ受付（郵
送不可）
※指導教員からの推
薦要

http://www.candc.or.j
p/jyosei/jyosei_kokusa
i.html

176 2020/2/28 （公財）三島海雲記
念財団

2020年度学術研究奨
励金
(1)自然科学部門
(2)人文科学部門

(1)自然科学部門
食の科学に関する研究
（食品素材、製造・加工・調理、発酵・微生物利用、栄養･嗜好･生理機
能、食の安全、疾病予防等に係る研究）
(2)人文科学部門
アジア地域の史学・哲学・文学を中心とする人文社会科学分野におけ
る学術研究（但し、日本を中心とする研究は除く）

（A）個人研究奨励金
日本在住の研究者（国籍不問）、及び海外在住の日本
人研究者

（B）共同研究奨励金
①代表研究者は国内の大学、研究機関に所属するこ
と。その他条件等はHP参照。

（A）個人研究奨励金
一件当たり100万円×60件程度（自
然、人文両部門計） 
（B）共同研究奨励金
一件当たり 200万円～500万円×3～5
件程度（自然、人文両部門計）

必着
※(A)は院生（博士後
期課程）応募可

https://www.mishima-
kaiun.or.jp/assist/

177 2020/2/29 国立研究開発法人
科学技術振興機構

第45回（令和2年度）
井上春成賞

大学、研究機関等の独創的な研究成果をもとにして企業が開発 、 企
業化した技術であって、わが国科学技術の進展に寄与し、経済の発
展、福祉の向上に貢献したものの中から特に優れたものについて、 
研究者及び企業を表彰する。（詳細はＨＰ参照）

・原則として、表彰対象技術ごとの研究者１名および
企業代表者１名。
（両方あるいは一方が日本国籍を有すること）

表彰状、賞牌、研究者に研究奨励金
100万円×2件

https://inouesho.jp/o
ubo/index.html

178 2020/2/29 （一財）冠婚葬祭文
化振興財団

第21回社会貢献基金
助成

地域の種々の災害の救済、社会福祉事業、環境保全事業など社会
貢献活動を行う各種団体等への助成及び社会貢献に資する調査・研
究を目的とした事業を対象。
(1)研究助成事業(2)高齢者福祉事業(3)障害者福祉事業(4)児童福祉
事業(5)環境・文化財保全事業(6)地域つながり事業(7)冠婚葬祭承継
事業

非営利組織（財団法人、社団法人、社会福祉法人、
NPO法人、その他任意団体、市民ボランティアグルー
プも対象）及び又は大学、研究機関（個人も可）で、今
回募集する助成対象事業の趣旨に合致する事業を行
おうとしている団体等。（個人資格による申請について
は、研究助成分野以外は対象外）条件あり。詳細は
HP参照

総額およそ1,000万円を目途とし、1件
当たりの助成額上限は200万円。
研究助成事業は上限100万円

必着 http://www.ceremony
-
culture.jp/social/servi
ce/fund/content01/

179 2020/3/16 ニッセイ財団 2020年度実践的研究
助成

以下の重点募集分野に対する課題を明確にした研究
【第１分野】
健全育成のための教育、周到な準備を図る分野（教育、予防的対処
等を図る分野）
【第２分野】
健全育成にとって喫緊の対応を要する分野（療養的対処等を要する
分野）
（※詳細はＨＰを参照）

【第１分野】
助成期間2年間
研究者または実践家
【第２分野】
助成期間1年間
研究者または実践家（大学院博士課程も対象）
※両分野ともに
・複数名の研究組織で研究者と実践家の双方が参画
のこと。
・代表研究者は国籍・所属は不問だが、国内居住であ
ること。

【第１分野】1件最大400万(1年最大200
万）を4件。出版の助成金は別途準備
あり。
【第２分野】1件最大100万円を12件程
度

消印有効 http://www.nihonseim
ei-
zaidan.or.jp/index.html

180 2020/3/31 （一財）日本経営管
理協会

第30回経営管理黒澤
賞論文募集

課題テーマ「令和時代のビジネス革新」 論文は未発表でオリジナルなもの。 黒澤賞：1編　5万円
協会賞：2編　3万円
佳作：若干編　1万円
奨励作：若干編　記念品

※学生可
当日消印有効
※原則としてメール
送信とする

http://www.jima.org/k
urosawa.html

181 2020/3/31 （公財）ポーラ伝統文
化振興財団

第40回伝統文化ポー
ラ賞

わが国の無形の伝統文化の保存・振興をはかるため、伝統工芸技
術、伝統芸能、民族芸能・行事の各分野で伝承・振興活動および保
存・研究活動に貢献し、今後も活躍が期待できる個人または団体に対
し、更なる活躍と業績の向上を奨励することを目的とする

以下の顕彰区分における他薦（自薦は除外）
①優秀賞
②奨励賞
③地域賞

①賞牌、賞金100万円（特に抜きんで
た実績を持つ個人または団体には大
賞（賞牌、賞金150万円を顕彰）
②賞牌、賞金50万円
③賞牌、賞金50万円

消印有効
要第三者からの推薦

http://www.polacultur
e.or.jp/promotion/jyos
eiapply.html

182 2020/3/31 （公財）医療機器産
業研究所

2020年度調査研究助
成【公募型リサーチ
ペーパー】（第10期募
集）

医療機器産業界の振興・発展に寄与する経済学、経営学、法学、レ
ギュラトリーサイエンス、歴史学、政治学等の幅広い社会科学系研究
テーマ
※詳細はHPに掲載

大学・国立研究開発法人等の研究機関に所属する研
究者、大学院生、学部学生が対象（国籍不問・日本居
住者のみ）。
主たる研究者を中心とする少人数のグループでの申
請も可能
※詳細はHPに掲載

50万円（税込）を基準 必着
大学院生、学部学生
可

http://www.jaame.or.j
p/mdsi/activity/resea
rchgrant.html

183 2020/3/31 フジサンケイビジネ
スアイ

第34回独創性を拓く　
先端技術大賞

下記から１分野選択。テーマ自由。
A.エレクトロニクス・情報
B.バイオ、生体・医療、医薬、食品
C.材料
D.環境・エネルギー
E.機械・土木・建築
F.化学
G.ノンセクション

<社会人部門>
2019年度に発表した企業や産学連携等の研究開発成
果（近い将来の実用化を見据えた技術論文、新製品な
どあらゆる研究開発）で研究者、研究グループ代表者
の年齢がおおむね40歳以下の若手研究者、技術者。
<学生部門>
国・公・私立大学の学生・大学院生、工業高等専門学
校生およびこれらの学生グループ。留学生も可。

<社会人部門>
各賞および副賞（研究奨励金）
<学生部門>
各賞および副賞（研究奨励金）

学生・院生応募可 http://www.fbi-
award.jp/sentan/bosy
u/index.html

184 2020/3/31 （公財）大川情報通
信基金

2020年度（第29回）大
川賞・大川出版賞

①大川賞
情報・通信分野における研究、技術開発および事業において顕著な
社会的貢献のあった方
②大川出版賞
情報・通信分野に関する優れた図書

①受賞者は原則として個人とし、故人は含まず。
②2016年1月1日以降に発刊された図書
留意事項：
・著者は原則として個人とするが数名に限り共著も認
める
・編著は原則として審査の対象外
・図書は原則として日本国内で発刊されたものとする
が著者の国籍は不問

①賞状ならびに副賞として金メダル、
賞金1,000万円
（日本人研究者１名、海外の研究者１
名）
②著者に対して賞状なら
びに副賞として銀メダル、賞金100万。
出
版社に対して賞状なおよび賞牌×2～
3件

必着 http://www.okawa-
foundation.or.jp/index.
html

185 2020/3/31 （財）山下太郎顕彰
育英会

第31回山下太郎学術
研究奨励賞

学術研究を行っている研究者、研究団体に対する研究助成 次の3つの条件を満たしている個人とする。
(1)秋田県出身、又は秋田県内の研究機関等に所属
する者
(2)令和2年4月1日現在において満40歳未満である者
(3)専攻する学術分野において独創的で優れた業績を
あげ、原則として最近5年間に専門の学術研究誌等に
発表するか、権威ある展覧会・発表会等において入
賞・入選等の実績がある者

受賞者数は2名以内とし，1名につき表
彰状と副賞100万円を授与。

※学内締切：2020年
2月末日（推薦枠に
定めがあるため）

http://yamaiku.jp/arc
hives/1168.html

186 2020/3/31 （株）リバネス 第47回リバネス研究
費 シグマクシスロボ
ティクス研究推進賞

家庭や街中の環境下で自律的に作業できるロボットの開発に関する
研究

大学・研究機関に所属する40歳以下の研究者 研究費50万円 24時締切
学部生・大学院生可

https://r.lne.st/2020/
03/01/48th_sigmaxyz
/


